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松
誉
巌
的
『
観
音
霊
験
記
』『
観
音
霊
験
記
真
鈔
』
に
お
け
る
典
拠
の
利
用
と
改
変

佐

武

千

寛

一

問
題
意
識

一-

一

『
霊
験
記
』
及
び
『
霊
験
記
真
鈔
』
に
つ
い
て

近
世
に
は
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
の
巡
礼
の
隆
盛
に
伴
い
、
西
国
三

十
三
所
巡
礼
関
係
の
著
作
が
多
く
著
述
・
出
版
さ
れ
た

（
一
）

。
そ
れ
ら
に

記
さ
れ
る
各
寺
院
の
縁
起
譚
に
は
、
中
世
以
前
に
見
ら
れ
る
話
と
そ
う
で

な
い
話
が
混
在
し
て
お
り
、
中
世
ま
で
の
縁
起
に
関
す
る
言
説
が
近
世
に

お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
、
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
を
考
え
る
上

で
重
要
な
資
料
と
い
え
る
。

本
稿
で
は
、
西
国
三
十
三
所
巡
礼
関
係
の
著
作
の
う
ち
早
い
時
期
の
も

の
で
あ
り
、
後
の
作
品
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
松
誉
巌
的
の
著
作

『

観
音
霊
験
記
』
及
び
『
観
音
霊
験
記
真
鈔
』
を
取
り
上
げ
る
。
以

西
国
洛
陽

三
十
三
所

下
、『

観
音
霊
験
記
』
を
『
霊
験
記
』
、『
観
音
霊
験
記
真
鈔
』
を
『
霊

西
国
洛
陽

三
十
三
所

験
記
真
鈔
』
と
し
、
こ
の
二
作
を
合
わ
せ
て
松
誉
二
作
と
呼
称
す
る
。

ま
ず
、
松
誉
二
作
の
基
本
的
な
情
報
を
確
認
す
る
。

『
霊
験
記
』
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
京
都
で
刊
行
さ
れ
た

（
二
）

。

五
巻
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
音
の
挿
絵
の
下
に
前
の
札
所
か
ら
の
距

離
や
本
堂
の
大
き
さ
等
を
記
し
、
そ
の
後
に
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
縁

起
譚
を
載
せ
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
西
国
一
番
の
後
に
洛
陽
一
番
を
載
せ

る
と
い
う
構
成
で
、
西
国
三
十
三
所
及
び
洛
陽
三
十
三
所
に
つ
い
て
記
述

す
る
。

『
霊
験
記
真
鈔
』
は
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
に
同
じ
く
京
都
で
刊

行
さ
れ
た

（
三
）

。
五
巻
か
ら
な
り
、
巻
一
～
四
は
、
西
国
三
十
三
所
の
そ

れ
ぞ
れ
に
関
し
て
、
関
連
す
る
千
手
観
音
や
如
意
輪
観
音
な
ど
に
つ
い
て

経
典
等
を
引
用
し
て
説
明
し
た
後
に
、
縁
起
譚
と
御
詠
歌
及
び
そ
の
注
釈

を
記
す
形
と
な
っ
て
い
る
。
巻
五
は
、
洛
陽
三
十
三
所
に
つ
い
て
、
縁
起

と
御
詠
歌
を
載
せ
る
。
『
霊
験
記
』
と
は
異
な
り
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り

文
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
序
文
に
「
生
弱
ニ
シ
テ
三
十
三
所
ノ
不

堪
レ

二

行
脚

」
と
あ
り
、
三
十
三
所
の
全
て
を
実
際
に
訪
れ
て
取
材
し
た
わ
け

ニ一

で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

著
者
で
あ
る
松
誉
巌
的
（
一
六
五
〇-

？
）
は
、
浄
土
宗
の
説
教
僧
で
、

後
小
路
薫
氏
に
よ
り
来
歴
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
松
誉

は
長
州
下
関
の
生
ま
れ
で
、
江
戸
で
修
学
し
た
後
、
延
宝
（
一
六
七
三
～

八
一
）
の
頃
に
は
関
西
に
住
ん
で
お
り
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
京

都
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
は
大
坂
生
玉
の
大
善
寺
に
住
み
、
以
後

堺
の
「
窮
巷
庵
」
に
落
ち
着
い
た
と
さ
れ
る

（
四
）

。
『
霊
験
記
』
は
京
都
に
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い
た
頃
（
三
十
八
歳
）
の
著
作
、『
霊
験
記
真
鈔
』
は
大
坂
に
い
た
頃
（
五

十
六
歳
）
の
著
作
で
あ
る
。

松
誉
二
作
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
後
小
路
氏
に
重
要
な
指
摘

が
あ
る
。
後
小
路
氏
は
、
ま
ず
『
霊
験
記
』
に
つ
い
て
、
序
文
を
元
に
「
読

者
を
教
化
す
る
姿
勢
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。
一
方
で
、

『
霊
験
記
真
鈔
』
に
つ
い
て
は
、
「
勧
化
」
す
る
人
に
む
け
た
注
記
が
諸

処
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、「
平
仮
名
本
『
観
音
霊
験
記
』〔
引
用
者
注
：
『
霊

験
記
』
〕
が
一
般
の
読
者
を
予
想
し
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
片
仮
名
本
〔
引

用
者
注
：
『
霊
験
記
真
鈔
』
〕
で
は
、
説
経
僧
を
対
象
と
し
た
説
経
の
話
材

を
提
供
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
」
と
す
る

（
五
）

。
さ
ら
に
、
松
誉
二
作

が
後
世
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
巌
的
の
「
観
音
霊
験
記
」
〔
引
用
者
注
：
『
霊
験
記
』
『
霊
験
記

真
鈔
』
及
び
『
霊
験
記
真
鈔
』
か
ら
洛
陽
の
部
を
抜
き
出
し
た
『
洛

陽
観
音
霊
験
記
真
鈔
』
を
指
す
〕
は
後
に
、
宝
永
三
年
刊
、
蓮
体

の
『
観
音
冥
応
集
』
に
も
ひ
か
れ
、
厚
誉
春
鶯
も
批
判
し
な
が
ら

も
、
そ
の
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
前
述
の
写
本
『
普
陀
洛
伝
記
』

に
も
「
観
音
霊
験
記
に
い
わ
く
」
と
し
て
引
用
さ
れ
、
さ
ら
に
は

西
国
に
と
ど
ま
ら
な
い
影
響
を
、
延
享
元
年
刊
『
秩
父
縁
起
霊
験

円
通
伝
』
の
凡
例
に
「
此
ノ
編
ニ
観
世
音
ノ
名
義
ヲ
誌
サ
ザ
ル
ハ

松
誉
ノ
霊
験
記
真
鈔
ニ
具
ナ
レ
バ
ナ
リ
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
も
し

る
こ
と
が
で
き
る
。
…
…
道
中
記
を
説
教
に
よ
っ
て
肉
付
け
し
、

後
の
「
西
国
巡
礼
記
」
に
規
範
と
も
な
っ
て
大
き
な
影
響
を
与
え

た
事
は
、
十
分
評
価
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。（

六
）

後
世
に
与
え
た
影
響
の
具
体
相
に
つ
い
て
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
研
究

を
要
す
る
が
、
近
世
の
西
国
三
十
三
所
関
係
の
著
作
に
お
い
て
、
松
誉
二

作
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
い
え
る
。

一-

二

先
行
研
究

松
誉
二
作
を
中
心
に
扱
っ
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
観
音
霊
験
記
研
究

会
に
よ
る
『
霊
験
記
』
の
翻
刻
及
び
解
題

（
七
）

と
、
先
述
の
後
小
路
氏
の

論
（
八
）

が
あ
る
。
ま
た
、
一
部
の
条
に
つ
い
て
は
、
各
寺
院
に
関
す
る
縁

起
の
通
時
的
研
究
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

中
前
正
志
氏
は
、
『
霊
験
記
』
二
十
八
番
成
相
寺
条
に
つ
い
て
、
『
三
国
伝

記
』
お
よ
び
『
元
亨
釈
書
』
と
同
文
的
な
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
上
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
場
合
も
全
く
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
…
…
『
三
国
伝
記
』
所
載
の
成
相
寺
観
音
霊
験
譚
と
『
元

亨
釈
書
』
斉
遠
伝
の
二
井
寺
観
音
霊
験
譚
を
、
前
後
矛
盾
の
生
じ
な

い
よ
う
に
繋
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。（

九
）

こ
の
よ
う
に
、
各
寺
院
の
縁
起
の
通
時
的
検
討
の
中
で
、
直
接
・
間
接

を
問
わ
ず
松
誉
二
作
と
先
行
文
献
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
条
は
、
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
十
六
番
洛
東
清
水
寺
条
（
『
霊
験
記
真
鈔
』
の
み
）
―
『
七
観
音
三
十

三
身
霊
験
鈔
』
（
必
夢
・
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
刊
）（

十
）

・
十
九
番
革
堂
条
―
『
塵
添
壒
囊
鈔
』
（
『
壒
囊
鈔
』
）（

十
一
）

あ
い
の
う

・
二
十
一
番
穴
太
寺
条
―
寛
永
版
本
『
法
華
経
直
談
鈔
』（

十
二
）

・
二
十
三
番
勝
尾
寺
条
―
『
元
亨
釈
書
』『
観
音
感
通
伝
』（
寛
文
二
年
（
一

六
六
二
）
刊
）（

十
三
）

・
二
十
八
番
成
相
寺
条
―
『
元
亨
釈
書
』
『
三
国
伝
記
』（

十
四
）

・
三
十
二
番
観
音
正
寺
条
―
「
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
を
は
じ
め
と
す
る
太

子
伝
承
」（

十
五
）

・
三
十
三
番
華
厳
寺
条
―
『
元
亨
釈
書
』
『
谷
汲
山
華
厳
寺
古
今
記
』
（
定
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賢
・
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
）（

十
六
）

一
部
の
条
に
つ
い
て
は
上
記
の
よ
う
に
各
寺
院
に
関
す
る
縁
起
の
通
時
的

研
究
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
典
拠
の
利
用
や
改
変
に
つ

い
て
、
作
品
単
位
で
の
検
討
は
さ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
で
は
、
松
誉
が
ど
の
よ
う
に
各
条
を
作
り
上
げ
て
い
る
の
か
を
考

察
す
る
た
め
の
基
礎
と
し
て
、
典
拠
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
利
用
・
改
変
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
、

西
国
三
十
三
所
に
関
す
る
縁
起
譚
を
記
し
た
部
分
を
主
な
検
討
対
象
と
す

る
。
松
誉
二
作
の
縁
起
譚
は
、
同
内
容
の
条
も
あ
れ
ば
、
全
く
別
の
説
を

載
せ
る
条
も
見
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
『
霊
験
記
』
を
中
心
に
検
討
し
、

『
霊
験
記
真
鈔
』
と
の
差
異
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
注
記
す
る
。

二

典
拠

二-

一

『
元
亨
釈
書
』

『
元
亨
釈
書
』（
虎
関
師
錬
・
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
）
は
、
三
十
巻

か
ら
な
る
仏
教
史
書
で
、
松
誉
二
作
に
近
い
時
代
で
は
寛
永
元
年
（
一
六

二
四
）
な
ど
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、
二
十
三
番
勝

尾
寺
条
、
二
十
八
番
成
相
寺
条
、
三
十
三
番
華
厳
寺
条
に
つ
い
て
『
元
亨

釈
書
』と
同
文
的
な
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

松
誉
二
作
に
お
い
て
、
『
元
亨
釈
書
』
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
条
は
他
に

も
多
い
（
末
尾
の
表
参
照
）。

以
下
、
『
元
亨
釈
書
』
と
同
文
的
な
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
、
八
番

長
谷
寺
条
を
例
に
確
認
す
る
。
松
誉
二
作
間
で
内
容
上
の
大
き
な
差
異
が

な
く
、
大
部
分
が
『
元
亨
釈
書
』
巻
二
十
八
・
寺
像
志
・
長
谷
寺
に
基
づ

く
と
思
わ
れ
る
条
で
あ
る
。

『
霊
験
記
』

『
霊
験
記
真
鈔
』

『
元
亨
釈
書
』

①
大
和
国
長
谷
寺
は
比
丘

①
西
国
八
番
大
和
国
長

①
長
谷
寺
者
、
比

道
明
・
沙
弥
徳
道
、
す
な

谷
寺
ハ
、
比
丘
道
明
・

丘
道
明
・
沙
弥
徳

は
ち
法
道
仙
人
也
。
ち
か

沙
弥
徳
道
、
則
チ
法
道

道
〈
乃
法
道
仙
人

ら
を
あ
わ
せ
て
た
つ
る
。

仙
人
ト
共
ニ
力
ヲ
合

也
。
〉
勠

力

建

。

セ

テレ

ヲ

ツ

そ
の
像
の
木
は
、
あ
ふ
み

テ
建
立
セ
リ
。
其

像

其

像
材

者
、
自

ノ

ノ

ハ

の
国
高
し
ま
ご
ほ
り
三
尾

〈
十
一
面
像
ノ
事
〉
ノ

近
州
高
嶋
郡
三

二

の
や
ま
よ
り
な
が
れ
い
づ

木
ハ
、
江
州
高
嶋
郡
三

尾

山

流
出

霹

ノ

一

ル

る
霹
靂
の
木
な
り
。
い
た

尾
ノ
山
ヨ
リ
流
レ
出
ル

靂

木
也
。
木

之

ノ

ノ

る
所
や
ま
ひ
あ
り
。
和
州

霹
靂
ノ
木
ナ
リ
。
此

所

至
有

疫
災

。

ノ

レ

二

一

葛
下
郡
か
み
が
わ
の
う
ら

木
ノ
至
ル
所
ロ
病
ア

漸

漂
流

至

和

ク

テ

二

に
な
が
れ
き
た
る
。
道
明

リ
。
和
州
葛
下
郡
上
河

州

葛
下
郡
神
河

ノ

ノ

こ
の
木
を
と
り
て
仏
ざ
う

ノ
浦
ニ
流
レ
来
ル
。
道

浦

。
道
明
欲

ラ
ニ

一

ル
ニ

三

を
き
ざ
ま
ん
と
す
る
に
、

明
此

木
ヲ
取
テ
仏
像

取

此
木

刻

仏

ノ

テレ

ヲ

ン
ト

二

あ
た
い
な
し
。
木
を
ら
い

〈
観
音

像
也
〉
ヲ
刻

像

、
而

無

資

ノ

ヲ

モ

二

は
い
し
て
い
の
る
。
時
に

ン
ト
ス
ル
ニ
、
値
ナ
シ
。
力

。
専

心

礼

一

シレ

ヲ

シ
テ

レ

藤
房
と
い
ふ
も
の
あ
り
。

木
ヲ
礼
拝
シ
テ
祈
ル
。

木
祈
求

。
金
紫

ス

帝
に
前
奏
し
て
和
州
の
い

時
ニ
藤
房
ト
云
フ
者
ア

光
禄
大
夫
中
書
侍

ね
三
千
そ
く
を
給
ふ
。
す

リ
。
帝
ニ
前
奏
シ
テ
和

郎
藤
房
前
奏

賜

シ
テ

な
は
ち
十
一
面
観
音
の
ざ

州
ノ
稲
三
千
束
ヲ
賜

和
州

租
稲
三
千

二

ノ

う
を
き
ざ
む
。
高
さ
二
丈

フ
。
則
チ
十
一
面
観
音

束

。
乃
刻

十
一

ヲ一

二

六
尺
。
仏
師
稽
主
勲
・
稽

ノ
像
ヲ
刻
ム
。
高
サ
二

面
観
音
像

。
高

ヲ一

サ

文
会
、
こ
れ
を
つ
く
る
。

丈
六
尺
。
仏
師
稽
主
勲

二
丈
六
尺
。
震
雷

・
稽
文
会
、
二
人
シ
テ

破

巌
石

為

座

テ二

ヲ一

スレ
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此
ヲ
作
ル
ト
也
。

。
方
八
尺
。
仏

ト工
稽
主
勲
・
稽
文

会
作

之
。

ル

②
あ
る
人
の
い
は
く
、
此

②
或
人
ノ
云
ク
、
此

②
或

曰
、
此

ノ

人
ノ

ノ

木
は
む
か
し
、
か
の
と
の

木
ハ
昔
シ
、
辛
酉
ノ
洪

材

者
、
昔
辛
酉

ハ

と
り
の
こ
う
ず
い
に
、
あ

水
ニ
、
近
江
国
高
嶋
郡

洪
水
、
自

近
州

二

ふ
み
の
国
た
か
し
ま
ご
ほ

三
尾
崎
ヨ
リ
流
レ
出
ル

高
嶋
郡
三
尾

崎
ノ

キ一

り
み
を
の
さ
き
よ
り
な
が

橋
木
ナ
リ
ト
。
至
ル
所

流
出

橋
木
也
。

ル

れ
い
づ
る
橋
木
也
。
い
た

ロ
火
災
・
疾
病
ア
リ
。

所
至

之
処
、
火

ノ

る
と
こ
ろ
火
災
・
疾
病
あ

和
州
葛
下
郡
出
雲
ノ
大

災
・
疾
疫

。
和

ア
リ

り
。
和
州
く
ず
も
と
の
こ

満
ト
云
フ
人
、
此

木

州

葛
下
郡
、
出

ノ

ノ

ほ
り
出
雲
大
満
、
木
の
こ

ノ
事
ヲ
聞
及

デ
、
必

雲

大
満
聞

木

ン

ノ

二

ノ

と
を
聞
て
、
か
な
ら
ず
霊

ズ
シ
モ
霊
木
ト
思
ヒ
、

事

、
思

必

霊

ヲ一

テ二

ズ

木
を
お
も
ひ
、
ぐ
は
ん
を

願
望
ヲ
立
テ
十
一
面
ノ

材

、
発

ナ
ル
コ
ト
ヲ

一

シ
テ

レ

お
こ
し
て
十
一
面
の
ざ
う

像
ヲ
刻
ン
ト
ス
ル
ニ
、

願

欲

刻

十
一

ヲ

レ

ン
ト

二

を
き
ざ
ま
ん
と
す
る
に
、

大
木
ナ
レ
バ
、
容
易
ク

面

像

。
而

此

ノ

ヲ一

モ

大
木
な
れ
ば
、
た
や
す
く

上
ラ
ズ
。
縄
ヲ
掛
テ
是

木
巨
材

不

可

ニ
シ
テ

レ

あ
が
ら
ず
。
な
わ
を
か
け

ヲ
引
ク
ニ
、
軽
キ
事
木

容
易
動

。
試

二

ス一

ニ

て
こ
れ
を
ひ
く
に
、
か
ろ

ノ
端
ノ
如
シ
。
遂
ニ
和

繋

縄

引

之
。

テレ

ヲ

クレ

き
事
き
の
は
し
の
ご
と

州
代
下
ノ
郡
当
麻
ノ
郷

軽

如

片
木

。

キ
コ
ト

二

ノ一

し
。
つ
ゐ
に
和
州
し
ろ
も

ニ
至
ル
。
幾
程
ナ
ク
シ

路
人
驚
怪
。
合
レ

と
の
こ
ほ
り
当
麻
郷
に
い

テ
彼
ノ
大
満
ト
云
フ
人

力

扶
牽
、
遂

至

ヲ

ニ

た
る
。
い
く
程
な
く
し
て

命
終
ル
也
。
此

木
徒

和
州
城
下

郡
当

ノ

二

ノ

大
満
い
の
ち
お
は
る
。
こ

ラ
ニ
八
十
年
ヲ
経
ル
。

麻
郷

。
不

幾

ニ一

シ
テ

レ

の
木
い
た
づ
ら
に
八
十
年

其

村
里
疫
亦
起
ル
。

大
満
即

世

。
此

ノ

レ

ニ

を
ふ
る
。
そ
の
む
ら
ざ
と

村
人
此

木
ヲ
牽
テ
長

材
徒

歴

八
十

ノ

ノ

ラ
ニ

二

疫
ま
た
お
こ
る
。
村
人
引

谷
ノ
川
上
ニ
捨
ル
。
又

余
年

。
其

村
里

ヲ一

ノ

て
長
谷
の
川
上
に
す
つ

三
十
年
ヲ
過
テ
、
沙
弥

疫
亦
起

。
村
民

ル

る
。
又
三
十
年
を
過
て
、

徳
蓮
ト
云

者

ア
リ
。

引

弃

長
谷

川

フ

ノ

テ

ツ二

ノ

沙
弥
徳
蓮
と
い
ふ
も
の
あ

…
…
此

観
音
ノ
権
輿

上

。
又
過

三
十

ノ

ニ一

テ二

り
。
…
…
二
事
す
こ
し
く

亦
ハ
霊
験
ノ
事
曲
ク
ハ

年

、
有

沙
弥
徳

ヲ一

二

こ
と
な
り
と
い
へ
ど
も
、

長
谷
寺
観
音
霊
験
記
ニ

蓮

。
…
…
二

ト
云
モ
ノ

一

な
ら
べ
し
る
し
て
う
た
が

見
エ
タ
リ
。
以

繁

事
少

有

異
。
並

テレ

キ
ヲ

キ

リレ

は
し
き
を
伝
ふ
る
と
い
ふ

略

之

。
往

可

見

記

伝

疑

スレ

ヲ

テ

シレ

ル

ベ

シ
テ

トレ

ハ
シ
キ
ヲ

な
り
。

矣
。（

十
七
）

云

。
フ

こ
の
条
は
①
道
明
と
徳
道
が
長
谷
寺
を
建
立
し
、
道
明
が
造
像
し
た
と
す

る
説
と
、
②
出
雲
大
満
の
死
後
、
徳
蓮
が
造
像
し
た
と
す
る
説
の
二
説
で

構
成
さ
れ
て
い
る
（
②
に
つ
い
て
は
引
用
で
は
一
部
省
略
し
た
）。

②
に
関
し
て
、
二
重
傍
線
部
に
『
霊
験
記
』
は
「
あ
る
人
の
い
は
く
」
、

『
霊
験
記
真
鈔
』
も
同
様
に
「
或
人
ノ
云
ク
」
と
、
あ
た
か
も
①
と
は
別

の
典
拠
、
ま
た
は
口
伝
に
拠
る
か
の
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
る
が
、『
元

亨
釈
書
』
で
も
「
或

曰
」
と
①
に
続
い
て
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま

人
ノ

引
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
元
亨
釈
書
』
に
あ
り
、
松
誉
二
作
に

見
ら
れ
な
い
箇
所
を
波
線
で
示
し
た
が
、
縁
起
譚
の
大
筋
に
は
関
わ
ら
な

い
部
分
で
あ
る
た
め
、
省
略
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
『
元
亨

釈
書
』
を
そ
の
ま
ま
載
せ
る
の
で
は
な
く
、
平
易
な
表
現
に
改
め
る
傾
向

が
見
ら
れ
る
。
囲
み
で
示
し
た
よ
う
に
、
『
元
亨
釈
書
』
「
無

資
力

」
を

二

一

『
霊
験
記
』
「
あ
た
い
な
し
」
、
『
霊
験
記
真
鈔
』
「
値
ナ
シ
」
と
し
、
「
即
レ

世

」
を
「
い
の
ち
お
は
る
」
、
「
命
終
ル
」
と
す
る
と
い
っ
た
も
の
で
あ

ニ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
『
霊
験
記
真
鈔
』
は

『
元
亨
釈
書
』
を
直
接
引
用
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
『
霊
験
記
』
を
漢
字
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片
仮
名
交
じ
り
文
に
直
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、
太
字
囲
み
の
『
元
亨
釈
書
』

「
城
下
」
が
『
霊
験
記
』
「
し
ろ
も
と
」
と
な
り
、
『
霊
験
記
真
鈔
』
で
は

「
代
下
」
と
別
の
漢
字
に
な
っ
て
い
る

（
十
八
）

。

な
お
、
『
元
亨
釈
書
』
の
多
数
の
条
を
そ
の
ま
ま
載
せ
る
『
観
音
感
通

伝
』
（
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
刊
）
の
よ
う
な
文
献
も
あ
り
、
別
の
資

料
を
介
し
た
間
接
的
利
用
の
可
能
性
は
残
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

二-

二

『
塵
添
壒
囊
鈔
』
（
『
壒
囊
鈔
』
）

『
壒
囊
鈔
』
は
行
誉
に
よ
り
文
安
二
～
三
年
（
一
四
四
五
～
六
）
に
編

述
さ
れ
た
百
科
事
典
的
な
性
格
を
有
す
る
辞
書
で
あ
り
、
正
保
三
年
（
一

六
四
六
）
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
壒
囊
鈔
』
に
『
塵
袋
』
（
文
永

・
弘
安
（
一
二
六
四
～
八
八
）
頃
）
の
一
部
を
増
補
し
、
天
文
元
年
（
一

五
三
二
）
に
成
立
し
た
『
塵
添
壒
囊
鈔
』
に
も
無
刊
記
の
版
本
が
存
す
る
。

以
下
の
検
討
で
は
『
塵
添
壒
囊
鈔
』
を
使
用
す
る
が
、
松
誉
二
作
の
典
拠

と
推
定
さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
、
『
壒
囊
鈔
』
と
『
塵
添
壒
囊
鈔
』
の
い

ず
れ
に
拠
っ
た
か
を
特
定
で
き
る
異
同
は
な
い
。

先
行
研
究
に
お
い
て
、
既
に
十
九
番
革
堂
条
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
『
塵
添
壒
囊
鈔
』
（
『
壒
囊
鈔
』
）
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
条
は
他
に
も

多
い
（
末
尾
の
表
参
照
）
。
な
お
、
革
堂
に
関
す
る
『
壒
囊
鈔
』
の
記
事

に
つ
い
て
、「
『
元
亨
釈
書
』
行
円
伝
に
拠
り
つ
つ
簡
略
化
し
た
ら
し
い
」（

十
九
）

と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
『
元
亨
釈
書
』
巻
十
四
・
壇
興
・
行
願
寺
行
円

に
も
同
様
の
話
が
載
る
が
、
松
誉
二
作
は
『
元
亨
釈
書
』
よ
り
『
塵
添
壒

囊
鈔
』
の
本
文
に
近
い
。
『
塵
添
壒
囊
鈔
』
と
『
元
亨
釈
書
』
に
同
内
容

の
記
事
が
あ
っ
た
場
合
に
、
松
誉
二
作
の
本
文
が
『
元
亨
釈
書
』
よ
り
『
塵

添
壒
囊
鈔
』
に
近
い
こ
と
は
、
十
九
番
革
堂
条
だ
け
で
な
く
、
十
四
番
三

井
寺
条
、
十
六
番
洛
東
清
水
寺
条
、
十
八
番
六
角
堂
条
に
も
当
て
は
ま
る

（
二
十
）

。

松
誉
二
作
に
お
い
て
、『
塵
添
壒
囊
鈔
』
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
条
は
『
元

亨
釈
書
』
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
そ
れ
は
三
十
三
所
の
寺
院
に
関
す
る
縁

起
を
載
せ
る
記
事
が
『
元
亨
釈
書
』
よ
り
も
少
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
典
拠
と
し
て
の
優
先
順
位
は
『
塵
添
壒
囊
鈔
』
の
方
が
高

い
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
九
番
南
円
堂
条
は
『
塵
添
壒
囊
鈔
』
の
複
数
の
巻
を
用
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
霊
験
記
』（

二
十
一
）

『
塵
添
壒
囊
鈔
』

【
巻
十
七
・
九
】

大
和
国
南
円
堂
丈
六
八
臂
三
目
の

南
円
堂
。
興
福
寺
ニ
ア
リ
。
丈
六

不
空
羂
索
は
、
弘
仁
四
年
、
光
仁

八
臂

不
空
羂
索
。
弘
仁
四
年

建

ノ

ニ

天
皇
の
御
ぐ
わ
ん
と
し
て
、
藤
原

立
。
光
仁
天
皇
ノ
御
願
ト
シ
テ
、

冬
嗣
草
創
也
。

藤
原
冬
嗣
、弘
法
大
師
ヲ
相
語
テ
、

草
創
シ
給
者
也
。

【
巻
四
・
十
七
】

…
…
藤
氏

人
々
皆
只
北
家
ノ
ミ

ノ

也
。
是
モ
併
ラ
仏
法

威
力
、
弘

ノ

法
大
師

効
験
也
。
其

故
ハ
淡
海

ノ

ノ

公
参
議
中
衛
房
前

二
代
ハ
栄
曜

ノ

比

无
カ
リ
キ
。
其

子
大
納
言
真

ビ

ノ

楯
、
其
子
右
大
臣
内
麻
呂
、
其

ノ

冬
嗣
公
、
藤
原
氏
お
と
ろ
へ
ぬ
る

子
閑
院
左
大
臣
冬
嗣

時
、
藤
氏

ノ

事
を
な
げ
き
、
弘
法
大
師
と
申
あ

衰
ヌ
ル
事
ヲ
歎
キ
、
弘
法
大
師
ニ
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は
せ
、
氏
族
繁
昌
を
い
の
り
申
さ

申
合
テ
、
興
福
寺
ニ
南
円
堂
ヲ
立

れ
け
る
に
、
明
神
役
夫
に
ま
じ
り

テ
、
氏
族
繁
昌
ヲ
祈
申
サ
レ
ケ
ル

て

ニ
、
明
神
役
夫
ニ
交
リ
テ
、

補
陀
落
の
南
の
岸
に
堂
立
て

補
陀
落
ノ
南
ノ
岸
ニ
堂
立
テ

今
ぞ
栄
む
北
の
藤
並

今
ゾ
栄
ヱ
ム
北
ノ
藤
並

と
は
そ
の
と
き
の
御
詠
な
り
。
北

ト
ハ
、
其
時

御
詠
也
。
北
ト
ハ
、

ノ

と
は
北
家
藤
房
前
大
臣
の
御
な
が

北
家
房
前
大
臣

御
流

事
ナ
ル
ベ

ノ

ノ

れ
な
る
べ
し
。
こ
の
大
臣
遠
き
お

シ
。
凡
ソ
此

大
臣
、
遠
キ
慮
カ

ノ

も
ん
ば
か
り
や
ま
し
ま
し
け
ん
。

リ
ヤ
マ
シ
〳
〵
ケ
ン
。
子
孫
ノ
学

子
孫
の
学
問
を
す
ゝ
め
ん
た
め
に
、
問
ヲ
勧
メ
ン
為
ニ
、
勧
学
院
ヲ
建

勧
学
院
を
建
立
せ
ら
る
。
大
学
寮

立
セ
ラ
ル
。
大
学
寮
ニ
東
西
曹
司

に
東
西
曹
子
あ
り
。
菅
江
の
二
家
、

ア
リ
。
菅
江
ノ
二
家
是
ヲ
司
リ
テ
、

こ
れ
を
つ
か
さ
ど
り
て
、
人
を
お

人
ヲ
教
ル
所
也
。
彼

大
学
寮

南

ノ

ノ

し
ゑ
る
と
こ
ろ
也
。
彼
大
学
寮
の

ニ
此
院
ヲ
立
ラ
レ
シ
カ
バ
、
南
曹

南
に
、
こ
の
院
を
立
ら
れ
し
か
ば
、

ト
ゾ
申
ケ
ル
。
氏

長
者
タ
ル
人
、

ノ

南
曹
と
ぞ
申
け
る
。
氏
の
長
者
た

宗
ト
此
院
ヲ
管
領
シ
テ
、
興
福
寺

る
人
、
宗
と
此
院
を
管
領
し
て
、

及
ビ
氏

社

事
執
行
ナ
ヒ
給
ケ
ル

ノ

ノ

興
福
寺
を
よ
び
氏
の
や
し
ろ
の
事
、
也
。
然
ル
故
ニ
ヤ
、
可

然

有
職

キレ

ル

執
行
ひ
給
ひ
け
る
な
り
。
し
か
る

人
人
多
ク
マ
シ
〳
〵
ケ
ル
ヤ
。

ノ

ゆ
へ
に
や
、
よ
ろ
し
き
有
職
の
人
、

お
ほ
く
ま
し
ま
し
け
る
な
り
。

大
部
分
は
巻
四
・
十
七
・
北
藤
並
事
の
同
文
的
記
述
と
な
っ
て
い
る
が
、

弘
仁
四
年
（
嵯
峨
朝
）
に
、
光
仁
天
皇
が
願
主
と
な
っ
て
建
立
し
た
と
す

る
奇
妙
な
箇
所
（
二
重
傍
線
部
）
は
巻
四
・
十
七
に
は
見
ら
れ
ず
、
他
書

に
も
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
三
十
三
所
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
場
所
や

開
基
、
造
像
者
な
ど
基
本
的
な
情
報
を
載
せ
る
『
塵
添
壒
囊
鈔
』
巻
十
七

・
九
・
三
十
三
所
観
音
事
に
同
様
の
内
容
が
見
ら
れ
る
。
『
霊
験
記
』
十

番
三
室
戸
寺
条
で
も
、
『
元
亨
釈
書
』
と
合
わ
せ
て
『
塵
添
壒
囊
鈔
』
巻

十
七
・
九
が
参
照
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
松
誉
は
『
塵
添
壒
囊
鈔
』

の
中
で
ま
ず
、
三
十
三
所
に
関
す
る
巻
十
七
・
九
を
確
認
し
て
い
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
比
較
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
『
塵
添
壒
囊
鈔
』
が
典
拠

と
推
定
で
き
る
条
は
、
前
節
で
検
討
し
た
『
元
亨
釈
書
』
に
拠
る
条
に
比

べ
、
平
易
な
表
現
に
改
め
た
り
、
一
部
を
省
略
し
た
り
と
い
っ
た
操
作
が

あ
ま
り
行
わ
れ
な
い
傾
向
に
あ
る
。

二-

三

『
三
国
伝
記
』

『
三
国
伝
記
』
は
、
十
五
世
紀
前
半
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
、
玄
棟
に
よ

る
説
話
集
で
あ
る
。
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
、
明
暦
二
年
（
一
六
五

六
）
に
出
版
さ
れ
て
お
り
、
無
刊
記
の
版
本
も
存
す
る
。

一-

二
で
触
れ
た
と
お
り
、
二
十
八
番
成
相
寺
条
に
つ
い
て
、
『
元
亨
釈

書
』
と
『
三
国
伝
記
』
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
中
前
氏
に
よ
り
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
二
十
二
番
総
持
寺
条
は
省
略
は
あ
る
も
の
の

『
三
国
伝
記
』
と
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
り
、
一
番
那
智
山
如
意
輪
堂
条
、

五
番
葛
井
寺
条
も
改
変
や
増
補
は
あ
る
も
の
の
、
『
三
国
伝
記
』
と
同
文

的
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

以
下
、
例
と
し
て
二
十
二
番
総
持
寺
条
の
冒
頭
に
つ
い
て
、
『
三
国
伝

記
』
巻
七
・
第
二
十
七
話
（
刊
本
第
二
十
五
話
）
・
山
陰
中
納
言
総
持
寺

建
立
事
お
よ
び
『
三
国
伝
記
』
の
典
拠
で
あ
る

（
二
十
二
）

『
長
谷
寺
験
記
』

巻
下
（
刊
本
巻
中
）
・
第
十
三
話
・
山
陰
中
納
言
得
聖
人
告
造
惣
持
寺
仏
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事
と
比
較
す
る
。
当
該
条
の
山
陰
中
納
言
に
ま
つ
わ
る
亀
報
恩
説
話
は
類

話
が
多
い
が
、
山
陰
中
納
言
の
息
子
が
海
に
落
ち
、
山
陰
中
納
言
が
亀
を

放
生
し
て
い
た
こ
と
で
息
子
が
助
か
る
と
い
う
形
が
一
般
的
で
あ
り
、『
長

谷
寺
験
記
』
や
『
三
国
伝
記
』
の
よ
う
に
父
を
藤
原
高
房
、
息
子
を
山
陰

中
納
言
と
す
る
の
は
「
後
の
変
形
」
と
さ
れ
る

（
二
十
三
）

。

『
霊
験
記
』（

二
十
四
）

『
三
国
伝
記
』

『
長
谷
寺
験
記
』

津
国
総
持
寺
三
尺
千
手

像
は
山
蔭
中
納
ご
ん
息

男
願
主
、
沙
門
円
仁
法

師
開
基
也
。

こ
ろ
は
陽
成
天
皇
御
宇

和
云
、
陽
成
天
皇

仁
王
五
十
七
代
陽
成
天

ノ

に
越
前
守
藤
原
朝
臣
高

御
宇

、
越
前
守
藤

皇
御
宇

摂
州
嶋
下

郡

ニ

ニ

ノ

房
と
い
ふ
人
あ
り
。
淡

原
朝
臣
高
房

云
人

於

千
手
十
一
面
二
菩

ト

ニ

テ

海
公
五
代
孫
也
。
そ
の

ア
リ
。
淡
海
公
五

薩

利
生
惣
持
寺

建
立

ノ

ヲ

一
男
や
ま
蔭
中
納
言
と

代

孫
也
。
其

一

。
其
由
来

云

、
淡

ノ

ノ

ス

ヲ

バ

い
ふ
人
な
り
。
と
き
高

男

山
陰
中
納
言

海
公
五
代

孫
越
前
守

ハ

ト

ノ

房
ぐ
そ
く
し
て
鎮
西
に

云
人

。
四
歳

時
、
藤
原
朝
臣
高
房
西
国

也

ノ

ニ

し
る
と
こ
ろ
あ
り
て
下

高
房
具
足

鎮
西

所
知
有

、
最
愛

子
息

シ
テ

ニ

テ

ノ

向
し
け
る
。
淀
の
穂
積

所
知
ア
リ
テ
下
向

山
陰
中
納
言
未
幼
少
ナ

の
は
し
の
し
た
に
、
一

シ
ケ
ル
時
、
淀

穂

リ
シ
時
、
相
具

鎮
西

ノ

テ

ニ

人
の
鵜
飼
亀
を
と
り
て

積

橋

下

一
人

下

淀

渡

穂
積

橋

ノ

ノ

ニ

ノ

シ

ノ

リ

ノ

ノ

こ
ろ
さ
ん
と
す
る
を
、

鵜
飼
亀
ヲ
取

害

本

一
人

鵜
飼
亀

取

テ

セ
ン

ニ

ノ

ヲ

テ

高
房
こ
れ
を
か
ひ
と
り

ト
ス
ル
ヲ
、
高
房

害

ス
。
高
房
是

買

セ
ン
ト

ヲ

水
中
に
な
げ
い
れ
ぬ
。

買

-

取
之

、
水
中

取

水
中

放
入

、
件

二

ヲ一

テ

ニ

テ

ノ

日
ぐ
れ
に
此
山
蔭
中
納

ニ
投
入

。
日
晩
ニ

橋

過
行
程

日

晩

及

ヌ

ヲ

ニ

モ

ニ

言
の
幼
少
な
る
を
海
中

此

山
陰

中
納
言

ケ
レ
バ
、
河
尻

津

宿

ノ

ノ

ノ

ノ

ニ

に
お
と
し
い
り
ぬ
。
あ

幼
少
ナ
ル
ヲ
海
中

。
其
暁
船

出

乳
母

ニ

ス

ヲ

ニ

や
ま
れ
る
気
色
な
り
。

落

入
ヌ
。

誤

継
母

語

受

、
最
愛

ア
ヤ
マ
レ
ル

シ

ノ

ヲ

テ

ノ

折
ふ
し
波
風
け
は
し
く

気
色
ナ
リ
。
折
節

一
男
山
陰

中
納
言

海

ノ

ヲ

た
す
か
り
が
た
し
。
父

海
波

嶮

難

助

。
中

落
入

。
則
偽

語

ケ
ハ
シ
ク

シレ

リ

ニ

ル

テ

テ
ル

高
房
ひ
歎
の
あ
ま
り
に
、
父
高
房
悲
歎

余

気
色
也
。
折
節
海
波
烈

ノ

ニ

観
音
に
き
ね
ん
し
て
い

観
音

祈
念

云

、
ク
シ
テ
助

ガ
タ
シ
。

ニ

シ
テ

ク

リ

わ
く
、
「
決
定
応
受
の
む

「
設

決
定
応
受

父

高
房
悲
嘆

余

観

ヒ

ノ

ノ

ノ

ニ

く
ひ
な
り
と
も
、
定
業

報
也
共
、
定
業
亦

音

祈
念
シ
テ
云
、
「
定

ニ

亦
能
転
の
ほ
う
べ
ん
を

能
転

方
便

以

再

業
亦
能
転

深

所

仰

ノ

ヲ

テ

ハ

ク

レ

も
つ
て
、
ふ
た
ゝ
び
我

我

子

見

給

」

也
。
設

決
定
応
受
業

ビ

ガ

ヲ

セ

ヘ

ヒ

子
を
見
せ
給
は
ゞ
、
千

ト
。
千
手
観
音
像

也
共
、
大
聖

御
方

使
（
マ
マ
）

ヲ

ノ

手
観
音
の
像
を
つ
く
ら

造

ト
云
思

ノ
余

以

再

我
子

見
セ
給

ラ
ン

ヒ

ヲ

テ

ビ

ヲ

ん
」
と
言
思
ひ
の
あ
ま

ニ
舟
ヲ
モ
ド
シ
、

バ
、
速

千
手
観
音

像

リ

ニ

ノ

り
に
、
舟
を
も
ど
し
都

欲

返

都

、
則

奉

造
」
云

思

余

ニレ

ン
ト

レ

ニ

チ

ヲ

ン
ト

レ

テ

ノ

ニ

に
か
へ
ら
ん
と
す
る
に
、
水
中
ヨ
リ
我
子
ヲ

船

モ
ド
シ
、
都

返
ト

ヲ

ニ

則
水
中
よ
り
我
子
を
き

昨
日
買

放

処

亀

ス
ル
ニ
、
則
水
中

我

テ

ツ

ノ

ニ

の
ふ
買
て
は
な
つ
処
の

ノ
甲

戴

浮

浪

子
有
。
能
能
見

昨
日

イ
タ
ヾ
ヒ
テ

ニ

ブ二

バ

亀
の
甲
に
い
た
ゞ
ひ
て
、

上

。

買

放
所

亀
、
此
幼
子

ノ

ニ一

テ

ノ

な
み
の
う
へ
に
う
か
ぶ
。

甲

乗

浪

上

浮

。

ヲ

ニ

セ
テ

ノ

ニ

ブ

ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
波
線
部
の
記
述
で
あ
る
。
『
三
国
伝
記
』
は

山
陰
中
納
言
の
父
・
藤
原
高
房
を
陽
成
朝
の
人
物
と
す
る
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
池
上
洵
一
氏
に
よ
り
「
文
徳
朝
に
卒
し
た
高
房
を
陽
成
朝
の
人

と
す
る
錯
誤
を
犯
し
て
い
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。
さ
ら
に
池
上
氏
は
そ
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の
理
由
を
、
高
房
の
紹
介
か
ら
始
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
長
谷
寺
験

記
』
の
寺
の
建
立
時
期
に
関
す
る
「
陽
成
天
皇
御
宇
」
を
そ
の
ま
ま
残
し

た
た
め
で
あ
る
と
述
べ
る

（
二
十
五
）

。
『
霊
験
記
』
は
『
三
国
伝
記
』
を
そ
の

ま
ま
用
い
た
た
め
に
、
同
様
の
誤
り
を
犯
す
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
傍
線
部
に
お
い
て
、
山
陰
中
納
言
が
海
に
落
ち
る
こ
と
に
な
っ
た

経
緯
に
つ
い
て
『
長
谷
寺
験
記
』
は
、
乳
母
が
継
母
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
、

山
陰
中
納
言
を
海
に
落
と
し
た
と
す
る
が
、
先
に
引
用
し
た
『
三
国
伝
記
』

（
版
本
）
で
は
乳
母
や
継
母
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
ず
、
誰
が
落
と
し

た
の
か
が
読
み
取
れ
な
い
。『
霊
験
記
』
も
同
様
で
あ
る
が
、
一
方
で
、『
三

国
伝
記
』
国
立
国
会
図
書
館
蔵
写
本
（
近
世
初
期
写
か
）
に
お
い
て
は
、

以
下
の
と
お
り
『
長
谷
寺
験
記
』
と
同
様
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

日
モ
晩

及

、
河
尻

津

宿

。
其
暁
船

出

乳
母
継
母
語

受

、

ニ

ケ
レ
バ

ノ

ニ

ス

ヲ

ニ

ヲ

テ

此
山
陰
中
納
言

幼
少

海
中

落

入
。

誤

気
色

。

ア
ヤ
マ

ノ

ナ
ル
ヲ

ニ

シ

レ
ル

ナ
リ

（
『
三
国
伝
記
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
写
本
）
巻
七
・
第
二
十
七
話
）

こ
の
こ
と
か
ら
、
『
霊
験
記
』
は
『
三
国
伝
記
』
版
本
を
典
拠
と
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る

（
二
十
六
）

。

二-

四

『
聖
徳
太
子
伝
暦
備
講
』

先
行
研
究
で
松
誉
二
作
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の
他
に
、

『
聖
徳
太
子
伝
暦
備
講
』（
浅
井
了
意
・
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
自
序
）

に
も
、
複
数
条
に
わ
た
っ
て
同
文
的
記
述
が
見
出
せ
る
。

ま
ず
、
『
霊
験
記
』
二
十
四
番
中
山
寺
条
と
『
聖
徳
太
子
伝
暦
備
講
』

巻
十
四
・
二
十
二
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
『
聖
徳
太
子
伝
暦
備
講
』

の
当
該
箇
所
は
、
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
推
古
天
皇
三
年
条
の
淡
路
島
へ
の

霊
木
漂
着
譚
に
対
し
て
、
関
連
記
事
と
し
て
『
日
本
書
紀
』
巻
十
九
・
欽

明
天
皇
十
四
年
五
月
条
を
引
く
箇
所
で
あ
る
。
『
霊
験
記
』
と
『
聖
徳
太

子
伝
暦
備
講
』
に
共
通
す
る
記
述
の
う
ち
、
『
日
本
書
紀
』
を
原
拠
と
す

る
箇
所
を
傍
線
、
『
日
本
書
紀
』
に
は
見
ら
れ
な
い
箇
所
を
二
重
傍
線
で

示
し
た
。

『
霊
験
記
』（

二
十
七
）

『
聖
徳
太
子
伝
暦
備
講
』

津
国
仲
山
寺
御
長
五
尺
二
寸
十
一

面
像
は
、
聖
徳
太
子
御
開
基
と
い

へ
り
。
本
伝
に
は
見
へ
ず
。
古
老

吉
野

現
光
寺
放
光
樟

像

、
昔

ノ

ノ

ハ

シ

伝
て
い
わ
く
、
欽
明
天
皇
御
即
位

欽
明
天
皇
即
位
十
四
年
夏
五
月

、
ニ

十
四
年
夏
五
月
に
、
泉
の
郡
茅
渟

河
内
国

奏

言

、
「
泉

郡
茅
渟

ヨ
リ

シ
テ

ス

ノ

の
海
に
梵
の
残
音
あ
り
て
、
浪
に

海

梵
音

響

有

浪

随

聞

。

ひ

ゞ

き

ノ

ニ

ノ

キ

テ

ニ

テ

ユ

し
た
が
ひ
て
聞
ゆ
。
其
声
雷
の
震

其
声
雷

震

如

。
光
彩
晃

耀

テ
リ
カ
ヾ
ヤ
ク

ノ

ガ

シ

コ
ト

ふ
が
ご
と
し
。
光
り
輝
く
事
日
の

日

色

如

。
天
皇
奇
異

想

在

ノ

ノ

シ

ノ

ヒ

テ

色
の
ご
と
し
。
海
に
入
て
も
と
む

溝
辺

直

遣

、
海

入

求

ノ

ヲ

ハ
シ
テ

ニ

テ

メ
シ
メ

る
に
、
樟
の
木
の
波
に
浮
び
て

給

、
果

樟

木

波

浮

玲
瓏

レ
イ
ロ
ウ

フ
ニ

シ
テ

ノ

ノ

ニ

テ

玲
瓏
り
た
る
を
見
る
。
終
に
と
り

〔
引
用
者
注
：
左
仮
名
「
テ
リ
ヒ

て
り
ひ
か

て
天
皇
に
献
ず
。
仏
師
等
命
じ
て

カ
ル
」
〕

見

。
遂

取

天
皇

タ
ル
ヲ

ル

ニ

テ

ニ

仏
像
三
軀
を
造
ら
し
む
。

献

。
仏
工

命

仏
像
二
軀

造

ズ

ニ

ジ
テ

ヲ

。
今
吉
野

寺

放
光
樟

像

称

ラ
シ
ム

ノ

ニ

ノ

ト

是
也
。
〈
欽
明
帝
紀
ニ
見
〉
古
跡

ス
ル勘

、
樟

像
二
軀

阿
弥
陀

ヲ

ガ
フ
ル
ニ

ノ

ト
ハ

ト

虚
空
蔵

也
。
霊
異
記

三
尊

云

ト

ニ
ハ

ト

二
像
は
、
阿
弥
陀
、
虚
空
蔵
、
一

。
…
…
霊
異
記

三
尊

、
阿
弥

ヘ
リ

ノ

ト
ハ

尊
は
十
一
面
の
像
な
り
。
こ
れ
は

陀

虚
空
蔵

栴
檀

像

。

ト

ト

ノ

ト
ナ
リ
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太
子
自
刻
な
を
し
給
ひ
、
そ
の
ゝ

ち
仲
山
寺
開
基
あ
り
て
、
本
尊
に

案
置
し
給
へ
り
と
な
り
。

同
様
の
『
日
本
書
紀
』
当
該
箇
所
の
引
用
は
、
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑

勘
文
』
（
法
空
・
正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
）
、
『
上
宮
太
子
拾
遺
記
』
（
法

空
・
鎌
倉
末
期
か
）
等
に
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
霊
験
記
』
の
二
重

傍
線
部
「
仏
像
三
軀
」
、
「
二
像
は
阿
弥
陀
、
虚
空
蔵
」
は
そ
れ
ら
か
ら
は

記
述
で
き
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
『
聖
徳
太
子
伝
暦
備
講
』
は
『
日
本
霊

異
記
』
巻
上
・
第
五
話
に
基
づ
く
三
尊
説
を
引
く
中
で
、
「
阿
弥
陀

虚
空

ト

蔵

栴
檀

像
」
と
す
る
（
『
日
本
霊
異
記
』
で
明
記
さ
れ
る
の
は
阿
弥
陀

ト

ノ

の
み
）
。
三
章
で
詳
し
く
検
討
す
る
が
、
松
誉
二
作
に
は
典
拠
を
改
変
し
、

各
寺
院
の
縁
起
と
し
て
再
構
成
し
た
と
思
わ
れ
る
条
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
た
め
、
当
該
条
に
お
い
て
も
、
『
聖
徳
太
子
伝
暦
備
講
』
に
基
づ
い
て

阿
弥
陀
と
虚
空
蔵
に
つ
い
て
記
述
し
、
残
り
の
「
栴
檀
像
」
を
中
山
寺
の

十
一
面
観
音
像
と
し
て
改
変
を
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
同
様
の

三
尊
説
は
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
太
子
伝
撰
集
鈔
通

要
』
巻
中
・
二
十
四
歳
条
に
も
見
ら
れ
る
が
、
『
霊
験
記
』
の
表
現
は
以

下
の
と
お
り
『
聖
徳
太
子
伝
暦
備
講
』
に
近
い
。

茅
渟
の
海
に
梵
の
残
音
あ
り
て
、
浪
に
し
た
が
ひ
て
聞
ゆ
。
其
声
雷

ひ

ゞ

き

の
震
ふ
が
ご
と
し
。

（
『
霊
験
記
』）

茅
渟

海

梵
音

響

有

浪

随

聞

。
其
声
雷

震

如

。

ノ

ニ

ノ

キ

テ

ニ

テ

ユ

ノ

ガ

シ

（
『
聖
徳
太
子
伝
暦
備
講
』）

茅
渟

海
中

有

梵

音

。
震
響
若

雷
声

。

ノ

ニ

リ

ノ

一

シ二

一
（
『
太
子
伝
撰
集
鈔
通
要
』）

茅
渟
海

中

有

梵

音

震
響

、
若

雷

声

。

ノ
リ
ノ
オ
ト
ス

ノ

ニ

二

一

二

ノ

一

ヒ
ヾ
キ

（
『
日
本
書
紀
』
（
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
刊
本
）
）

次
に
、
『
霊
験
記
』
三
十
一
番
長
命
寺
条
と
三
十
二
番
観
音
正
寺
条
に

つ
い
て
確
認
す
る
。
こ
の
二
条
は
と
も
に
『
聖
徳
太
子
伝
暦
備
講
』
巻
二

十
五
・
十
一
の
聖
徳
太
子
近
江
巡
検
記
事
に
同
文
的
記
述
が
見
出
せ
る

（
二
十
八
）

。

両
書
に
共
通
す
る
記
述
の
う
ち
、
『
聖
徳
太
子
伝
暦
備
講
』
が
『
聖
徳
太

子
伝
暦
』
推
古
天
皇
二
十
七
年
条
を
引
く
箇
所
を
傍
線
、
『
聖
徳
太
子
伝

暦
』
に
は
見
ら
れ
な
い
箇
所
を
二
重
傍
線
部
で
示
し
た
。

『
霊
験
記
』
三
十
一
番
長
命
寺
条

『
聖
徳
太
子
伝
暦
備
講
』

往
昔
孝
霊
天
皇
御
宇
、
一
夜
の
あ
い

夫
昔
孝
霊
天
皇

時

、
一
夜

ノ

ニ

ノ

だ
に
湖
水
出
来
り
。
今
近
江
の
水
海

間

湖
水
出

来

。
…
…
湖
水

ダ
ニ

デ

リ

是
也
。
志
賀
の
都
の
江
な
る
を
も
つ

鹹
海

非

、
味

淡

江

ハ

ニ
ハ

ズ

ハ
ヒ

キ

ナ
ル
ヲ

て
、
近
江
国
と
あ
ら
た
む
。
其
時
湖

以

淡
海

国

称

。
志
賀

都

テ

ノ

ト

ス

ノ

ノ

水
の
底
よ
り
、
霊
木
あ
が
れ
る
。

近

江

以

近
江

国

改

。

キ

ナ
ル
ヲ

テ

ノ

ト

タ
ム

『
霊
験
記
』
三
十
二
番
観
音
正
寺
条

『
聖
徳
太
子
伝
暦
備
講
』

太
子
近
江
国
志
賀
の
栗
本
郡
を
め
ぐ

便

越

近
江

、
巡

-

検

志

ハ
チ

玉
ヒ

二

ニ一

二

シ

り
給
ひ
、
駕
を
く
り
も
と
に
と
ゞ
め

賀
栗
本
等

郡

諸
寺

竟

、
駐

ノ

ノ

ヲ一

テ

テ二

て
、
左
右
に
お
ほ
せ
て
い
わ
く
、
「
わ

駕

粟
津

、
命

左
右

曰
、「
吾

ヲ

ニ一

ジ
テ

二

ニ一

れ
し
ゝ
て
の
ち
、
五
十
年
の
後
に
ひ

死

之
後
五
十
年

後

、
有

シ
テ

ノ

ニ

テ二

と
り
の
帝
王
有
、
都
を
こ
の
と
こ
ろ

一

帝
王

、
遷

都

此

処

、

リ
ノ

一

テ二

ヲ

ノ

ニ一
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に
う
つ
し
給
ひ
、
国
を
治
る
こ
と
十

治

国

十
年

」
。
近
江

ル
コ
ト

レ

ヲ

ナ
ラ
ン

ノ

年
な
ら
ん
」
と
也
。
し
か
ふ
じ
て
、

国

司
便
啓

曰
、
「
蒲
生
河

ノ

シ
テ

ニ

近
江
国
の
つ
か
さ
、
す
な
わ
ち
啓
し

有

物
。
其
形
如

人

非

人

リレ

ク
シ
テ

レ

ノ

ズレ

て
い
わ
く
、
芦
浦

（
二
十
九
）

の
河
に
物
あ

。
如

魚

非

魚

」
。
太
子

ニ

シ
テ

レ

ノ

ズ
ト

レ

ニ

り
。
其
か
た
ち
人
の
ご
と
く
し
て
人

謂

左
右

曰
、
「
禍

始

于
此

テ二

ニ一

ハ
ヒ

ル二

に
あ
ら
ず
。
魚
の
ご
と
く
に
し
て
魚

。

レ
ヨ
リ

一

に
あ
ら
ず
」
。
太
子
左
右
に
め
い
じ
て

い
ふ
、
「
わ
ざ
は
ひ
こ
れ
よ
り
は
じ
ま

る
」
。
そ
れ
よ
り
観
音
寺
を
こ
ん
り
う

…
…
願
成
寺
・
阿
弥
陀
寺
・
観

し
給
ふ
。
お
な
じ
く
願
成
寺
・
阿
弥

音
寺
・
味
摩
寺
・
金
勝
寺
等

ノ

陀
寺
を
も
ぞ
う
り
う
し
給
ふ
と
な
り
。
十
二
箇
寺

指

諸
寺

云

。

ヲ

テ

ト

フ

以
上
、
本
章
で
は
松
誉
二
作
の
典
拠
に
つ
い
て
検
討
し
、
複
数
条
に
用

い
ら
れ
た
典
拠
と
し
て
『
元
亨
釈
書
』
『
塵
添
壒
囊
鈔
』
（
あ
る
い
は
『
壒

囊
鈔
』
）
『
三
国
伝
記
』
『
聖
徳
太
子
伝
暦
備
講
』
が
想
定
で
き
る
こ
と
に

つ
い
て
述
べ
た
。

三

部
分
的
な
典
拠
利
用
と
改
変

三-

一

典
拠
に
な
い
観
音
像
安
置
に
つ
い
て
補
足
す
る
例

二-

四
で
触
れ
た
よ
う
に
、
松
誉
二
作
に
は
典
拠
を
改
変
し
、
各
寺
院

の
縁
起
と
し
て
再
構
成
し
た
と
思
わ
れ
る
条
が
存
在
す
る
。

ま
ず
、
改
変
と
呼
ぶ
に
は
小
さ
な
差
異
だ
が
、
典
拠
と
異
な
る
記
述
が

見
ら
れ
る
『
霊
験
記
』
七
番
岡
寺
（
龍
蓋
寺
）
条
に
つ
い
て
検
討
す
る

（
三
十
）

。

こ
の
条
は
開
基
義
淵
僧
正
の
出
自
や
渡
唐
に
つ
い
て
、
『
元
亨
釈
書
』
を

省
略
し
な
が
ら
引
く
が
、
寺
院
建
立
と
観
音
像
安
置
に
関
し
て
は
記
述
が

異
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
本
章
で
は
典
拠
と
共
通
す
る
部
分
を
傍
線
、
問

題
と
な
る
異
同
を
波
線
で
示
す
。

の
ち
に
出
家
し
て
、
智
鳳
に
し
た
が
ひ
、
ゆ
い
し
き
を
ま
な
ぶ
。
ま

た
渡
唐
し
て
、
智
周
法
師
の
相
宗
の
け
つ
を
う
く
。
帰
朝
し
さ
か
ん

に
こ
れ
を
ひ
ろ
む
。
ま
た
龍
蓋
寺
を
つ
く
り
、
大
悲
の
像
を
安
置
す
。

大
宝
三
年
に
僧
正
と
な
り
、
神
亀
五
年
十
月
寂
。

（
『
霊
験
記
』
七
番
岡
寺
条
）

後

出
家

従

智
鳳

学

唯
識

。
又
入

唐

稟

智
周
法
師

相
宗

ニ

シ
テ

テ二

ニ一

ブ二

ヲ一

レ

ニ

ク二

ノ

ノ

之
訣

。
周

者
慈
恩
基
公

之
上
首
也
。
帰
朝

盛

倡

相
宗

。
受

ヲ一

ハ

ノ

シ
テ

ニ

フ二

ヲ一

ル二

其
業

者
、
行
基
・
道
慈
・
玄
昉
・
良
弁
・
宣
教
・
隆
尊
等
也
。
又

ヲ一

勤

営
建

。
龍
蓋
寺
・
龍
門
寺
・
龍
福
寺
、
皆
淵

之
搆
造
也
。

メ
タ
リ

二

ニ一

ガ

大
宝
三
年

為

僧
正

。
神
亀
五
年
十
月

寂

。

ニ

ル二

ト一

ニ

ス

（
『
元
亨
釈
書
』
巻
二
・
慧
解
一
・
龍
門
寺
義
淵
）

波
線
部
に
お
い
て
、
義
淵
僧
正
が
岡
寺
（
龍
蓋
寺
）
を
建
立
し
た
と
い
う

点
は
変
わ
ら
な
い
が
、
他
の
寺
院
に
関
す
る
記
述
を
削
除
し
、
観
音
像
安

置
に
つ
い
て
補
足
す
る
こ
と
で
、
岡
寺
の
縁
起
と
し
て
整
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

三-

二

典
拠
を
大
き
く
改
変
す
る
例

次
に
、
よ
り
大
き
な
改
変
が
行
わ
れ
て
い
る
例
を
見
て
い
き
た
い
。
二

番
紀
三
井
寺
条
は
、
松
誉
二
作
と
も
に
同
内
容
で
あ
り
、
大
筋
は
、
威
光

上
人
が
熊
野
か
ら
の
帰
路
、
大
樹
の
下
で
神
像
の
翁
た
ち
の
や
り
と
り
を

目
撃
し
た
後
、
破
損
し
た
絵
馬
を
直
し
て
翁
を
助
け
る
。
さ
ら
に
翁
の
依

頼
に
従
い
法
華
経
を
読
誦
す
る
と
、
苦
を
逃
れ
観
音
の
眷
属
に
な
る
こ
と

が
で
き
た
と
告
げ
ら
れ
、
そ
の
後
観
音
像
を
造
り
、
紀
三
井
寺
を
建
立
し
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て
安
置
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
神
像
の
翁
と
の
や
り
と
り
を
中
心
と

し
た
大
部
分
は
、
早
く
『
本
朝
法
華
験
記
』
巻
下
・
第
百
二
十
八
話
に
同

話
が
見
ら
れ
る
が
、
表
現
の
近
さ
か
ら
直
接
的
に
は
『
元
亨
釈
書
』
道
公

伝
に
拠
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
『
本
朝
法
華
験
記
』
や
『
元

亨
釈
書
』
は
、
こ
の
話
の
主
人
公
を
威
光
で
は
な
く
道
公
と
す
る
。

紀
州
名
草
郡
紀
三
井
寺
等
身
十
一
面
観
自
在
の
像
は
、
宝
亀
元
年
に

唐
僧
威
光
上
人
の
開
基
也
。
し
か
る
に
威
光
上
人
天
王
寺
に
あ
り
て
、

法
華
経
を
持
す
る
事
た
ね
ん
、
あ
る
と
き
、
く
ま
の
に
ま
ふ
で
ほ
ん

じ
に
か
へ
る
。
…
…
村
里
の
老
人
夢
と
見
る
、
樹
神
く
わ
ん
お
ん
ぼ

さ
つ
と
な
り
、身
相
こ
ん
じ
き
に
く
わ
う
み
や
う
か
く
や
く
と
し
て
、

南
方
に
と
び
さ
る
と
。
威
光
上
人
こ
ゝ
に
お
ゐ
て
、
十
一
面
大
面
大

悲
の
像
を
き
ざ
み
、
村
里
の
人
と
心
を
あ
は
せ
、
一
宇
を
た
つ
る
。

今
の
紀
三
井
寺
こ
れ
な
り
。

（
『
霊
験
記
』
二
番
紀
三
井
寺
条
）

釈
道
公
。
居

天
王
寺

、
持

法
華

有

年
矣
。
甞

詣

熊
野

リ二

ニ一

ス
ル
コ
ト

二

ヲ一

レ

テ

デ
ヽ

二

ニ一

安
居
、
夏
終

還

本
寺

。
…
…
。
村
里

耆
老
夢

、
樹
神
成

菩

テ

ル二

ニ一

ノ

ラ
ク

ル二

薩

。
身
相
金
色

、
光
明
照
耀

南
方

飛
去

。
公
帰

寺

而

ト一

ニ
シ
テ

シ
テ

ニ

ル
ト

テレ

ニ

語

。
聞
者
嘆
嗟

。

ル

ス（
『
元
亨
釈
書
』
巻
九
・
感
進
一
・
天
王
寺
道
公
）

波
線
部
で
、
『
元
亨
釈
書
』
は
道
公
が
天
王
寺
に
帰
り
、
そ
の
出
来
事
に

つ
い
て
語
っ
た
と
す
る
の
に
対
し
て
、
『
霊
験
記
』
で
は
威
光
上
人
が
そ

こ
で
観
音
像
を
刻
み
、
紀
三
井
寺
を
建
立
し
た
と
あ
り
、
や
や
強
引
に
紀

三
井
寺
の
縁
起
と
し
て
改
変
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
『
元
亨
釈
書
』

で
は
紀
三
井
寺
は
一
切
出
て
こ
ず
、
話
の
舞
台
も
熊
野
か
ら
天
王
寺
へ
の

帰
途
で
あ
る
こ
と
し
か
読
み
取
れ
な
い
。

松
誉
二
作
以
前
に
紀
三
井
寺
の
縁
起
譚
を
記
し
た
も
の
は
あ
ま
り
多
く

な
い
が
、
イ
コ
ウ
上
人
（
表
記
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
）
を
願
主
等
と
す
る

記
述
は
多
い
。
早
く
『
寺
門
高
僧
記
』
（
鎌
倉
時
代
末
頃
か
）
巻
四
・
行

尊
伝
及
び
巻
六
・
覚
忠
伝
に
「
願
主
為
光
聖
人
（
上
人
）
」
と
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
『
紀
三
井
寺
勧
進
状
』
（
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
）
や
『
西
国

卅
三
所
順
礼
ゑ
ん
記
』
（
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
刊
）
に
以
下
の
よ
う

な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

夫
当
寺
者
、
光
仁
天
皇
御
宇
、
宝
亀
元
年
建
立
古
跡
、
為
光
上
人
再

興
之
霊
場
也
。

（
『
紀
三
井
寺
勧
進
状
』
）

二
番
に
き
の
国
き
み
い
寺
、
十
一
め
ん
の
く
は
ん
を
ん
。
げ
ん
ぼ
う

法
師
の
こ
ん
り
う
。
堂
は
み
な
み
向
。
ぐ
は
ん
せ
し
ゆ
は
い
く
わ
う

上
人
。
ほ
う
き
ぐ
は
ん
ね
ん
に
た
つ
て
ら
也
。

（
『
西
国
卅
三
所
順
礼
ゑ
ん
記
』
二
番
紀
三
井
寺
条
）

し
か
し
、
上
記
は
い
ず
れ
も
詳
細
な
縁
起
譚
を
記
さ
ず
、
松
誉
二
作
以
前

に
紀
三
井
寺
と
道
公
の
話
を
結
び
つ
け
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
紀
三
井

寺
の
縁
起
譚
と
し
て
は
、
成
立
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
松
誉
二
作
よ
り
下

る
と
思
わ
れ
る
『
西
国
第
二
番
札
所
紀
三
井
寺
略
縁
起
』
に
、
唐
の
為
光

上
人
が
宝
亀
元
年
に
麓
に
宿
し
た
際
、
山
中
に
不
思
議
な
光
が
見
え
、
そ

の
光
を
尋
ね
て
千
手
観
音
を
拝
し
、
霊
地
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
草
堂
を

建
て
た
と
い
う
話
が
見
ら
れ
る
が
、
道
公
の
話
と
の
関
連
は
見
出
せ
な
い
。

紀
三
井
寺
と
道
公
の
話
を
結
び
つ
け
る
説
が
松
誉
二
作
以
前
に
あ
っ
た

の
か
、
松
誉
が
新
た
に
結
び
つ
け
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
『
元
亨

釈
書
』
の
「
道
公
」
を
「
威
光
上
人
」
に
改
変
し
、
末
尾
に
観
音
像
の
造

像
、
寺
院
建
立
に
関
す
る
文
言
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
紀
三
井
寺
の
縁
起

と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

同
様
に
、
本
来
そ
の
寺
院
と
無
関
係
な
話
を
典
拠
と
す
る
例
と
し
て
、



- 40 -

『
霊
験
記
』
五
番
葛
井
寺
条
が
挙
げ
ら
れ
る

（
三
十
一
）

。
こ
の
条
は
、
邪
見

の
者
で
あ
っ
た
藤
井
安
基
が
死
ん
で
蘇
り
、
長
谷
寺
観
音
の
化
身
の
童
子

の
助
力
で
蘇
生
で
き
た
経
緯
を
話
し
た
後
、
出
家
し
て
行
基
の
弟
子
と
な

り
、
葛
井
寺
を
建
立
し
て
観
音
像
を
安
置
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
安

基
が
蘇
生
す
る
ま
で
は
『
三
国
伝
記
』
巻
五
・
第
十
五
話
・
和
州
藤
井
安

基
蘇
生
事
に
基
づ
く
が
、
末
尾
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

炎
王
ざ
よ
り
お
り
て
わ
れ
を
礼
し
、
「
し
や
ば
に
か
へ
す
」
と
い
ひ

給
へ
ば
、
活
生
せ
り
」
と
ぞ
か
た
り
け
る
。
か
の
童
子
は
は
せ
の
く

は
ん
お
ん
ぼ
さ
つ
な
り
。
そ
の
ゝ
ち
安
基
長
谷
寺
に
ま
ふ
で
、
ま
た

都
に
の
ぼ
り
、
行
基
ぼ
さ
つ
の
弟
子
と
な
り
、
髪
を
そ
り
発
心
し
て
、

河
内
国
平
石
の
ほ
と
り
に
一
宇
を
建
立
し
、
行
基
ぼ
さ
つ
を
た
の
み
、

く
は
ん
お
ん
の
ざ
う
を
き
ざ
み
、
彼
寺
に
あ
ん
ぢ
し
奉
る
。
こ
ゝ
を

も
つ
て
藤
井
寺
と
は
云
侍
り
と
な
り
。

（
『
霊
験
記
』
五
番
葛
井
寺
条
）

炎
王
座

下

我

礼

、
「
閻
浮

返

」

云
ケ
レ
バ
、
活
生
セ
リ
」

ヨ
リ

テ

ヲ

シ

ニ

ス

ト

ト
ゾ
語

ケ
ル
。
其

後
此

安
基
彼

寺

住
、
一
期
観
音

仕

、
臨

リ

ノ

ノ

ノ

ニ

ニ

ヘ

終
正
念

命
終

。
恭

哉
、
入

当
寺

者

重
罪

身

炎
王

恭

ニ
シ
テ

リ
ヌ

キ

二

ニ一

ハ

ノ

ト
シ
テ

ノ

敬

受

逆
業

遁

ケ
ル
事
難

有
タ
メ
シ
ヲ
ヤ
。

ヲ

ケ

ヲ

レ

キレ

（
『
三
国
伝
記
』
巻
五
・
第
十
五
話
・
和
州
藤
井
安
基
蘇
生
事
）

『
三
国
伝
記
』
で
は
安
基
は
蘇
生
の
後
、
長
谷
寺
に
住
み
観
音
に
仕
え
た

と
あ
る
が
、
『
霊
験
記
』
で
は
長
谷
寺
に
詣
で
た
後
、
行
基
の
弟
子
と
な

っ
て
葛
井
寺
を
建
立
し
、
観
音
像
を
造
像
・
安
置
し
た
と
い
う
話
に
な
っ

て
い
る
。

『
霊
験
記
』
以
前
に
葛
井
寺
と
安
基
の
話
を
関
連
付
け
る
例
は
見
ら
れ

な
い
が
、
葛
井
寺
の
本
尊
に
つ
い
て
長
谷
寺
観
音
と
同
木
と
す
る
説
は
、

『
阿
娑
縛
抄
』（
承
澄
・
仁
治
三
～
弘
安
四
年
（
一
二
四
二
～
八
一
）
頃
）

諸
寺
略
記
・
剛
琳
寺
条

（
三
十
二
）

等
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
松
誉
二
作
以

後
で
は
あ
る
が
、
『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
記
』
（
厚
誉
春
鶯
・
享
保
十

一
年
（
一
七
二
六
）
刊
）
に
「
葛
井
寺
ヲ
又
ハ
藤
井
ト
書

、
何
ナ
ル
故

ク

ニ
ヤ
ト
寺
僧
ニ
尋
ケ
レ
バ
、
寺
僧

曰
」
と
し
て
安
基
の
話
を
載
せ
て
い

ノ

る
こ
と
か
ら
、
葛
井
寺
と
安
基
の
話
を
関
連
付
け
る
説
が
既
に
寺
内
に
存

在
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る

（
三
十
三
）

。

こ
の
ほ
か
、
先
述
の
と
お
り
中
前
氏
に
よ
り
典
拠
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

二
十
八
番
成
相
寺
条
に
お
い
て
も
、
成
相
寺
の
こ
と
で
は
な
い
『
元
亨
釈

書
』
斉
遠
伝
を
『
三
国
伝
記
』
の
成
相
寺
に
関
す
る
話
と
組
み
合
わ
せ
て

用
い
て
い
る
。
ま
た
、
二-

四
で
取
り
上
げ
た
『
霊
験
記
』
二
十
四
番
中

山
寺
条
は
、
『
聖
徳
太
子
伝
暦
備
講
』
か
ら
欽
明
天
皇
の
御
宇
の
霊
木
漂

流
譚
を
引
き
、
造
ら
れ
た
像
の
う
ち
の
一
軀
を
聖
徳
太
子
が
刻
み
直
し
、

中
山
寺
を
開
い
て
安
置
し
た
と
改
変
し
て
お
り
、
三
十
一
番
長
命
寺
条
も
、

『
聖
徳
太
子
伝
暦
備
講
』
の
聖
徳
太
子
近
江
巡
検
記
事
に
付
さ
れ
た
湖
出

現
の
話
を
引
き
、
そ
の
際
に
湖
か
ら
上
が
っ
た
霊
木
を
聖
徳
太
子
が
後
に

刻
み
、
寺
院
を
建
立
し
た
と
す
る
。

三-

三

他
の
寺
院
と
混
同
あ
る
い
は
同
一
視
し
た
上
で
改
変

が
行
わ
れ
る
例

前
節
で
は
、
そ
の
寺
院
と
本
来
無
関
係
な
話
を
典
拠
と
し
、
寺
院
の
縁

起
譚
と
し
て
改
変
す
る
例
を
見
て
き
た
が
、
別
の
寺
院
に
関
す
る
記
述
を

改
変
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。

ま
ず
、
『
霊
験
記
』
二
十
五
番
播
州
清
水
寺
条
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

こ
の
条
は
、
『
元
亨
釈
書
』
犬
寺
条
を
播
州
清
水
寺
の
縁
起
と
し
て
省
略

し
つ
つ
引
用
す
る

（
三
十
四
）

。
播
州
清
水
寺
と
犬
寺
（
法
楽
寺
）
は
と
も
に
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播
磨
に
あ
る
が
別
の
寺
院
で
あ
る
。

枚
夫
二
犬
を
引
て
家
に
帰
り
、
す
な
わ
ち
其
妻
を
お
ひ
出
す
。
二
犬

の
子
の
ご
と
く
に
す
。
い
く
ほ
ど
な
く
、
二
犬
お
の
づ
か
ら
し
ぬ
る
。

す
な
わ
ち
、
枚
夫
聖
徳
太
子
に
申
上
り
、
寺
を
立
、
千
手
大
悲
の
像

を
安
置
し
て
、
冥
福
を
す
ゝ
む
。

（
『
霊
験
記
』
二
十
五
番
播
州
清
水
寺
条
）

枚
夫
将

二
犬

而
返

家

。
乃
逐

其

妻

。
又
語

親
属

曰
、
「
我

テ二

ヲ一

ルレ

ニ

フ二

ノ

ヲ一

テ二

ニ一

因

二
犬

得

全

命

。
自

今
立

二
狗

為

我
子

。
我

之

テ二

ニ一

タ
リ

レ

コ
ト
ヲ

レ

ヲ

レ

テ
ヽ

二

一

二

ト一

ガ

荘
田
資
財
、
皆
是

二
犬

之
有
也
」
。
畜
齢
短
促

不

幾
二
犬
自

ノ

ノ

ニ
シ
テ

シ
テ

レ

斃

。
枚
夫
曰
、
「
我

郷

以

二
犬

為

子

、
付

資
財

。
今
其
殂

タ
フ
ル

サ
キ
ニ

テ二

ヲ一

シ
テ

レ

ト

ス二

ヲ一

矣
。
前
言
不

可

渝

也
」
。
便
捨

田
貨

建

伽
藍

、
安

千
手

カ
ハ
ル

ヌ

レ

レ

テ
ヽ

二

ヲ一

テ二

ヲ一

ジ
テ

二

大
悲
像

薦

冥
福

。

ヲ一

ム二

ヲ一

（
『
元
亨
釈
書
』
巻
二
十
八
・
寺
像
志
・
犬
寺
）

傍
線
部
は
『
元
亨
釈
書
』
の
と
お
り
だ
が
、
『
霊
験
記
』
は
枚
夫
が
聖
徳

太
子
に
伝
え
て
寺
院
を
建
立
し
た
と
す
る
の
に
対
し
、
『
元
亨
釈
書
』
で

は
聖
徳
太
子
は
建
立
に
関
わ
っ
て
い
な
い
。『
霊
験
記
』
は
冒
頭
で
も
「
聖

徳
太
子
の
御
か
い
き
」
と
し
て
お
り
、
聖
徳
太
子
開
基
説
と
の
整
合
性
を

図
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

播
州
清
水
寺
の
開
基
は
法
道
仙
人
と
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

が
（
三
十
五
）

、
聖
徳
太
子
説
も
少
数
見
ら
れ
る
。
松
誉
二
作
以
前
に
は
『
壒

囊
鈔
』
『
塵
添
壒
囊
鈔
』
、
以
後
に
『
西
国
三
十
三
所
順
礼
縁
起
（
西
国
順

礼
旅
鑑
）
』
（
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
原
刻
）
、『
西
国
三
十
三
番
順
礼

友
力
』
（
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
刊
）
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
（
寺
島
良

安
・
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
自
序
、
同
五
年
跋
）
等
が
あ
り
、
『
塵
添

壒
囊
鈔
』
の
記
述
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

清
水
寺
。
丈
六
千
手
。
播
磨
国
ニ
ア
リ
。
実
ハ
丹
波
接
津
国
三
箇
国

界
ト
云
云
。
聖
徳
太
子

御
建
立
。

ノ

ノ

（
『
塵
添
壒
囊
鈔
』
巻
十
七
・
九
・
三
十
三
所
観
音
事
）

他
の
条
で
も
松
誉
は
『
塵
添
壒
囊
鈔
』
を
参
照
し
て
い
る
た
め
、
『
塵
添

壒
囊
鈔
』
に
よ
っ
て
播
州
清
水
寺
の
開
基
を
聖
徳
太
子
と
し
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

同
様
に
、
『
霊
験
記
』
六
番
壺
坂
寺
条

（
三
十
六
）

に
お
い
て
も
、
『
元
亨
釈

書
』
報
恩
伝
の
子
島
寺
に
関
す
る
記
述
を
削
除
し
、
壺
坂
寺
の
縁
起
と
し

て
載
せ
て
い
る
。

は
じ
め
て
天
平
宝
字
四
年
三
月
、
報
恩
和
州
高
市
郡
に
が
ら
ん
を
た

つ
。
一
丈
六
尺
観
自
在
ぼ
さ
つ
の
像
を
あ
ん
置
す
と
也
。

（
『
霊
験
記
』
六
番
壺
坂
寺
条
）

初
天
平
宝
字
四
年
三
月
、
恩
於

和
州

高
市
郡
子
嶋

神
祠

畔

、

テ二

ノ

ノ

ノ

ニ一

建

伽
藍

。
安

一
丈
八
尺
観
自
在
菩
薩

像
及
四
大
天
王

像

。
号

ツ二

ヲ一

ズ二

ノ

ノ

ヲ一

シ
テ

曰

子
嶋
寺

。

フ二

ト一

（
『
元
亨
釈
書
』
巻
九
・
感
進
一
・
吉
野
山
報
恩
）

た
だ
し
、
壺
坂
寺
と
小
島
寺
は
関
わ
り
が
深
く
、
『
霊
験
記
』
以
後
で

あ
る
が
、
『
観
音
冥
応
集
』
（
蓮
体
・
宝
永
二
～
三
年
（
一
七
〇
五
～
六
）

刊
）
巻
五
・
第
三
話
に
「
小
嶋
ト
壺
坂
ト
ハ
開
基
別
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、

中
古
ヨ
リ
一
所
ノ
寺
ト
ナ
レ
ル
ナ
ル
ベ
シ
」
と
あ
り
、
両
寺
は
同
一
視
さ

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
観
音
の
大
き
さ
も
一
丈
八
尺
か
ら
一
丈
六
尺
に
変
更
さ
れ
て
い

る
が
、
壺
坂
寺
の
観
音
像
に
つ
い
て
は
、
『
塵
添
壒
囊
鈔
』
巻
十
七
・
九

・
三
十
三
所
観
音
事
に
「
丈
六
千
手
」
と
あ
る
の
を
は
じ
め
、
丈
六
と
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
改
変
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四

ま
と
め
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本
稿
で
は
、
松
誉
二
作
の
複
数
条
に
用
い
ら
れ
た
典
拠
と
し
て
『
元
亨

釈
書
』
『
塵
添
壒
囊
鈔
』
（
あ
る
い
は
『
壒
囊
鈔
』
）
『
三
国
伝
記
』
『
聖
徳

太
子
伝
暦
備
講
』
が
想
定
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
、
典
拠
を
改
変
す

る
例
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
三-

一
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
典
拠
の

記
述
を
整
え
る
程
度
の
小
さ
な
改
変
が
行
わ
れ
る
条
が
あ
る
一
方
で
、
そ

の
寺
院
と
本
来
無
関
係
な
話
を
典
拠
と
し
た
上
で
、
造
像
や
建
立
に
関
す

る
文
言
を
付
け
加
え
、
そ
の
寺
院
の
縁
起
譚
と
し
て
再
構
成
す
る
条
（
三

-

二
）
や
、
別
の
寺
院
と
混
同
あ
る
い
は
同
一
視
し
た
上
で
、
三
十
三
所

の
寺
院
に
関
す
る
縁
起
譚
と
し
て
改
変
し
、
整
合
性
を
図
ろ
う
と
す
る
条

（
三-

三
）
も
見
ら
れ
た
。

一-

一
で
引
用
し
た
と
お
り
、
松
誉
二
作
が
後
世
の
作
品
に
与
え
た
影

響
に
つ
い
て
は
、
既
に
後
小
路
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で

取
り
上
げ
た
典
拠
の
改
変
が
見
ら
れ
る
条
に
関
し
て
も
、
影
響
を
与
え
た

と
思
わ
れ
る
箇
所
が
存
す
る
。

た
と
え
ば
、
『
観
音
冥
応
集
』
は
紀
三
井
寺
に
つ
い
て
、
「
釈
書
ニ
ハ
道

公
ト
云
」
と
注
記
し
な
が
ら
、
松
誉
二
作
と
同
様
に
『
元
亨
釈
書
』
等
に

見
え
る
道
公
の
話
を
威
光
上
人
の
話
と
し
て
載
せ
る
が
、
『
元
亨
釈
書
』

に
は
見
ら
れ
な
い
造
像
・
建
立
に
関
す
る
部
分
も
『
霊
験
記
』
と
ほ
と
ん

ど
同
文
と
な
っ
て
い
る
。

威
光
上
人
こ
ゝ
に
お
ゐ
て
、
十
一
面
大
悲
の
像
を
き
ざ
み
、
村
里
の

人
と
心
を
あ
は
せ
、
一
宇
を
た
つ
る
。
今
の
紀
三
井
寺
こ
れ
な
り
。

（
『
霊
験
記
』
二
番
紀
三
井
寺
条
）

是
ニ
依
テ
威
光
上
人
、
十
一
面
大
悲
ノ
尊
像
ヲ
作
テ
、
村
里
ノ
人
ト

倶
ニ
一
宇
ノ
堂
ヲ
建
テ
安
置
ス
。
今
ノ
紀
三
井
寺
是
ナ
リ
。

（
『
観
音
冥
応
集
』
巻
三
・
第
四
話
・
紀
三
井
寺
ノ
観
音
ノ
事
）

多
数
の
条
で
『
霊
験
記
真
鈔
』
を
典
拠
と
し
て
い
る
と
お
ぼ
し
い
『
三
十

三
所
観
音
道
場
偈
賛
』（
蓮
華
童
子
・
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
刊
）（

三
十
七
）

も
十
一
面
観
音
に
つ
い
て
、
「
唐
僧
威
光
、
得

絵
馬

之
感

而
所

刻

テ二

ノ

ヲ一

ナ
リ

レ

ム

也
」
と
す
る
。
『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
記
』
（
厚
誉
春
鶯
・
享
保
十
一

年
（
一
七
二
六
）
刊
）
も
「
疑
ラ
ク
ハ
是

乃
天
王
寺
ノ
道
公
ノ
事
ナ
ル

レ

ベ
シ
」
と
し
て
「
釈
書

九

巻
ニ
見

タ
リ
」
と
し
た
上
で
、
道
公
の
話

ノ

ノ

ヘ

を
載
せ
る
が
、
そ
の
末
尾
に
は
以
下
の
よ
う
に
松
誉
二
作
、
『
観
音
冥
応

集
』
と
同
様
の
文
言
が
見
ら
れ
る
。

是

ニ
ヨ
リ
テ
上
人
村
里
人
ト
心
ヲ
合
セ
テ
急
ギ
一
宇
ヲ
建
テ
十
一

レ
面
大
悲
ノ
像
ヲ
造
テ
安
置
シ
給
フ
。
今
ノ
紀
三
井
寺

是

也

云
云
。

ト
ハ

レ

ト

（
『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
記
』
二
番
紀
三
井
寺
条
）

一
方
で
、
二
十
五
番
播
州
清
水
寺
条
に
つ
い
て
は
、
『
霊
験
記
』
か
ら

遡
っ
て
『
元
亨
釈
書
』
犬
寺
条
を
引
く
と
思
わ
れ
る
『
観
音
冥
応
集
』
巻

五
・
第
十
九
話
が
「
釈
書
ノ
二
十
八
ニ
犬
寺
ト
ア
リ
テ
、
清
水
寺
ト
ハ
言

ズ
。
何
ノ
時
ヨ
リ
カ
、
清
水
寺
ト
号
セ
ル
ヤ
ラ
ン
、
不
審
ナ
リ
」
と
疑
義

を
呈
し
て
い
る
。
『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
記
』
は
「
霊
験
記
及

冥
応

ビ

集
等
ニ
ハ
、
釈
書
ニ
見
ヘ
シ
播
州
ノ
犬
寺
ノ
縁
ヲ
以
テ
今
ノ
清
水
ノ
事
ニ

混
乱
セ
リ
」
と
書
名
を
出
し
た
上
で
、
「
予
一
歳
参
詣
シ
テ
相
尋
シ
ニ
、

犬
寺
ト
ハ
各
別
ノ
由
云
ヘ
リ
。
犬
寺
ヘ
ハ
途
程
十
二
里
程
隔
レ
リ
ト
云

」
フ

と
両
寺
の
混
同
を
批
判
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
後
世
の
作
品
は
必
ず
し
も

松
誉
二
作
を
無
批
判
に
受
け
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

松
誉
二
作
は
『
元
亨
釈
書
』
や
『
塵
添
壒
囊
鈔
』
等
で
縁
起
譚
が
確
認

で
き
ず
、
資
料
の
入
手
が
難
し
か
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
寺
院
も
含
め

た
三
十
三
所
全
て
に
つ
い
て
、
詳
細
な
縁
起
譚
を
載
せ
た
ほ
と
ん
ど
最
初

と
い
え
る
作
品
で
あ
る
。
後
に
詳
細
な
縁
起
譚
を
載
せ
た
西
国
三
十
三
所

関
係
の
著
作
が
多
く
生
み
出
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
批
判
的
に
用
い
ら
れ

る
側
面
も
含
め
、
重
要
な
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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松
誉
二
作
に
は
本
稿
で
扱
っ
た
よ
う
な
改
変
だ
け
で
な
く
、
独
自
に
縁

起
譚
を
作
成
し
た
と
思
わ
れ
る
条
も
複
数
存
在
す
る
。
松
誉
二
作
間
の
差

異
も
含
め
、
そ
の
よ
う
な
条
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し

た
い
。

【
表
】
松
誉
二
作
に
お
け
る
西
国
三
十
三
所
縁
起
譚
の
典
拠

・
縁
起
譚
の
ほ
ぼ
全
文
に
わ
た
っ
て
一
致
す
る
も
の
を
●
、
部
分
的
な
も

の
を
△
、
同
文
的
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
他
の
文
献
に
拠
る
可
能
性
も
高

い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
（
）
で
示
し
た
。

・
一
条
に
し
か
同
文
的
記
述
が
見
ら
れ
な
い
文
献
は
典
拠
と
断
定
し
が
た

い
た
め
、
全
て
（
）
で
示
し
た
。

・
『
霊
験
記
真
鈔
』
に
つ
い
て
、
『
霊
験
記
』
と
同
じ
典
拠
に
拠
る
場
合
は

「
〃
」
で
示
し
た
。

・
先
行
研
究
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
は
点
線
を
付
し
た
。

・
『
壒
囊
鈔
』
と
『
塵
添
壒
囊
鈔
』
に
関
し
て
は
、
松
誉
二
作
の
典
拠
と

推
定
で
き
る
箇
所
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
に
拠
っ
た
か
を
特
定
で
き
る
異
同

は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
表
で
は
便
宜
上
『
塵
添
壒
囊
鈔
』
の
巻
数
を
記
載

す
る
。

・
『
観
音
感
通
伝
』
は
『
元
亨
釈
書
』
の
多
数
の
条
を
そ
の
ま
ま
載
せ
て

お
り
、
本
文
か
ら
松
誉
二
作
が
『
元
亨
釈
書
』
と
『
観
音
感
通
伝
』
の
い

ず
れ
に
依
拠
し
た
か
は
判
断
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
当
該
箇
所
を
そ

の
ま
ま
引
用
す
る
別
の
文
献
を
介
し
た
間
接
的
利
用
の
可
能
性
は
残
る
。

『
霊
験
記
』

『
霊
験
記
真
鈔
』

一
番

△
『
三
国
伝
記
』

・

〃

1

18

那
智
山

如
意
輪
堂

二
番

△
『
元
亨
釈
書
』

・
道
公

〃

9

紀
三
井
寺

（
『
西
国
卅
三
所
順
礼
ゑ
ん
記
』
）

三
番

●
『
元
亨
釈
書
』

・
粉
河
寺

〃

28

粉
河
寺

四
番

（
『
元
亨
釈
書
』

・
空
海
）

1

槙
尾
寺

（
『
塵
添
壒
囊
鈔
』

・

）

1

5

五
番

△
『
三
国
伝
記
』

・

△
『
三
国
伝
記
』

・

5

15

5

15

葛
井
寺

（
『
西
国
卅
三
所
順
礼
ゑ
ん
記
』
）

（
『
藤
井
寺
勧
進
帳
』）

六
番

△
『
元
亨
釈
書
』

・
報
恩

9

壺
坂
寺

（
『
西
国
卅
三
所
順
礼
ゑ
ん
記
』
）

七
番

△
『
元
亨
釈
書
』

・
義
淵

2

岡
寺

八
番

●
『
元
亨
釈
書
』

・
長
谷
寺

〃

28

長
谷
寺

九
番

●
『
塵
添
壒
囊
鈔
』

・

、

△
『
元
亨
釈
書
』

・
興
福
寺

4

17

28

南
円
堂

・

△
『
塵
添
壒
囊
鈔
』

・

、

17

9

4

17

・
17

9

十
番

△
『
元
亨
釈
書
』

・
寛
空

10

三
室
戸
寺

△
『
塵
添
壒
囊
鈔
』

・
17

9

十
一
番

（
『
元
亨
釈
書
』

・
聖
宝
）

〃

4

上
醍
醐
寺
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『
霊
験
記
』

『
霊
験
記
真
鈔
』

十
二
番

△
『
元
亨
釈
書
』

・
泰
澄

〃

15

岩
間
寺

十
三
番

●
『
元
亨
釈
書
』

・
石
山
寺

〃

28

石
山
寺

十
四
番

△
『
塵
添
壒
囊
鈔
』

・
19

3

三
井
寺

十
五
番

今
熊
野

十
六
番

△
『
塵
添
壒
囊
鈔
』

・

△
『
塵
添
壒
囊
鈔
』

・

17

3

17

3

洛
東

（
『
清
水
寺
縁
起
絵
巻
』）

（
『
清
水
寺
縁
起
絵
巻
』）

清
水
寺

（
『
七
観
音
三
十
三
身
霊
験
鈔
』

・

）

2

20

十
七
番

△
『
元
亨
釈
書
』

・
光
勝

〃

14

六
波
羅
蜜

△
『
塵
添
壒
囊
鈔
』

・
17

3

寺十
八
番

●
『
塵
添
壒
囊
鈔
』

・

〃

17

3

六
角
堂

十
九
番

●
『
塵
添
壒
囊
鈔
』

・

〃

17

3

革
堂

二
十
番

△
『
元
亨
釈
書
』

・
行
円

〃

14

善
峯
寺

二
十
一
番

（
『
法
華
経
直
談
鈔
』

本
・

）

〃

10

26

穴
太
寺

二
十
二
番

△
『
三
国
伝
記
』

・

（
刊

〃

7

27

総
持
寺

本

・

）

7

25

『
霊
験
記
』

『
霊
験
記
真
鈔
』

二
十
三
番

●
『
元
亨
釈
書
』

・
勝
尾
像

〃

28

勝
尾
寺

二
十
四
番

△
『
聖
徳
太
子
伝
暦
備
講
』

〃

14

中
山
寺

・
22

二
十
五
番

△
『
元
亨
釈
書
』

・
犬
寺

〃

28

播
州

（
『
塵
添
壒
囊
鈔
』

・

）

17

9

清
水
寺

二
十
六
番

△
『
元
亨
釈
書
』

・
法
道

〃

18

一
乗
寺

二
十
七
番

●
『
元
亨
釈
書
』

・
円
教
像

〃

28

書
写
山

二
十
八
番

△
『
元
亨
釈
書
』

・
斎
遠

〃

12

成
相
寺

△
『
三
国
伝
記
』

・
8

3

（
『
塵
添
壒
囊
鈔
』

・

）

17

9

二
十
九
番

松
尾
寺

三
十
番

（
『
本
朝
神
社
考
』

・
竹
生
嶋
）

6

竹
生
嶋

三
十
一
番

△
『
聖
徳
太
子
伝
暦
備
講
』
25

長
命
寺

・
11

三
十
二
番

△
『
聖
徳
太
子
伝
暦
備
講
』
25

観
音
正
寺

・
11

三
十
三
番

△
『
元
亨
釈
書
』

・
豊
然

〃

14

華
厳
寺
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［
注
］

（
一
）
近
世
に
お
け
る
西
国
三
十
三
所
巡
礼
関
係
の
著
作
に
つ
い
て
、
中
前
正
志

「
『
普
陀
洛
伝
記
』
か
ら
『
霊
場
記
図
会
』
へ

―
西
国
三
十
三
所
霊
場
記

類
の
基
礎
的
研
究

―
」（
福
田
晃
・
中
前
正
志
編
『
唱
導
文
学
研
究
』
九
、

三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
）
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
、
西
国
三
十
三

所
霊
場
記
類
の
代
表
的
な
も
の
（
＊
を
付
す
）
を
元
に
、
『
霊
験
記
真
鈔
』

以
前
の
道
中
記
等
を
補
足
し
た
の
が
以
下
で
あ
る
。
な
お
、『
霊
験
記
真
鈔
』

以
降
も
、
こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
の
他
に
多
く
の
道
中
記
・
霊
場
記
類
が
刊
行

さ
れ
て
い
る
。

『
西
国
卅
三
所
順
礼
ゑ
ん
記
』（
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
刊
）

1

『
巡
礼
通
考
』（
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
））

2
＊
『
霊
験
記
』（
松
誉
巌
的
・
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
刊
）

3

『
西
国
順
礼
道
し
る
べ
』（
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
刊
）

4

『
西
国
順
礼
十
一
箇
条
』（
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
刊
）

5

『

西
国
卅
三
所
巡
礼
縁
起
』（
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
刊
）

洛
陽

大
坂

6

『
西
国
三
十
三
所
順
礼
縁
起
（
西
国
順
礼
旅
鑑
）
』（
元
禄
十
一
年
（
一

7

六
九
八
）
原
刻
）

『
普
陀
山
略
志
』（
梁
山
・
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
刊
）

8

『
西
国
三
十
三
番
順
礼
友
力
』（
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
刊
）

9
＊
『
霊
験
記
真
鈔
』（
松
誉
巌
的
・
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
刊
）

10

『
三
十
三
所
観
音
道
場
偈
賛
』（
蓮
華
童
子
・
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）

11

刊
）

＊
『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
記
』
（
厚
誉
春
鶯
・
享
保
十
一
年
（
一
七

12

二
六
）
刊
）

＊
『

普
陀
洛
伝
記
』
（
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
昌
阿
法
談
、
了
随

西
国
順
礼

三
十
三
所

13

説
法
）

＊
『

観
音
霊
場
記
図
会
』（
辻
本
基
定
・
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
刊
）

西
国
三

十
三
所

14
＊
『
西
国
三
十
三
所
名
所
図
会
』
（
暁
鐘
成
・
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

15

自
序
・
同
六
年
刊
）

（
二
）
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
刊
『
霊
験
記
』
の
刊
記
は
「
貞
享
四
丁
卯
歳
／

六
月
仲
旬
／
堀
川
仏
光
寺
上
町
／
小
林
半
兵
衛
板
行
」。
な
お
、『
霊
験
記
』

に
は
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
版
も
存
す
る
。

（
三
）
『
霊
験
記
真
鈔
』
の
刊
記
は
「
宝
永
二
乙
酉
年
七
月
十
八
日
／
書
林

堀

川
通
仏
光
寺
下

町

日
野
屋
半
兵
衛
〈
蔵
板
〉
」
。
書
誌
情
報
が
確
認
で
き

ル

た
も
の
は
い
ず
れ
も
宝
永
二
年
刊
、
日
野
屋
半
兵
衛
板
と
な
っ
て
い
る
。

（
四
）
後
小
路
薫
「
松
誉
巌
的
著
述
攷

―
西
国
洛
陽
三
十
三
所
の
観
音
霊
験
記

を
中
心
に

―
」（
同
『
勧
化
本
の
研
究
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
〇
年
二
月
、

初
出
は
一
九
八
六
年
九
月
）。

（
五
）
前
掲
注
（
四
）
後
小
路
氏
論
文
二
七
七
頁
。
松
誉
二
作
そ
れ
ぞ
れ
の
序
文

に
お
い
て
、
撰
述
意
図
が
う
か
が
え
る
箇
所
を
以
下
に
引
用
す
る
。

さ
れ
ど
も
仏
の
御
来
歴
を
も
わ
き
ま
へ
ず
、
玉
ぼ
こ
の
道
す
ぢ
を
も

し
ら
ざ
る
愚
尼
の
た
め
に
、
こ
ま
や
か
に
か
き
つ
け
て
、
家
づ
と
に

も
し
侍
ら
ば
、
立
居
ぐ
る
し
き
足
の
は
ゞ
、
ゐ
な
が
ら
順
礼
の
お
も

ひ
を
な
し
、
信
心
を
お
こ
し
侍
ら
ば
、
自
行
化
佗
の
利
益
、
大
慈
大

悲
の
御
尊
意
に
も
な
ど
か
か
な
は
で
あ
る
べ
き
や
。
又
始
参
り
の
人

の
た
め
に
は
、
道
し
る
べ
と
も
な
り
な
ん
。

（
『
霊
験
記
』
序
）

二
世
安
楽
ノ
望
深
シ
。
雖

然
生
弱
ニ
シ
テ
三
十
三
所
ノ
不

堪

行
脚

レ

レ

二

。
責
テ
ノ
余
ニ
盛
年

比
、
於

京
兆

和
字
ノ
霊
験
記
ヲ
述

五
巻

ニ一

ノ
誉松

テ二

ニ一

メ二

ニ一

為

愚
尼

。
今
復
不

眷

浅
智
短
才

、
自

経
論

中

考

-

出

ニ
ス

二

ノ一

レ

二

ヲ一

リ二

ノ

一

ガ
ヘ

二

シ
テ

観
音

功
徳

、
令

備

後
学
初
心

之
助
講

者

也
。
故

題

号

ノ

ヲ一

ルレ

ヘ二

ノ

ニ一

ナ
リ

ニ

シ
テ

ス二

真
鈔

矣
。

ト一
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（
『
霊
験
記
真
鈔
』
序
）

ま
た
、
後
小
路
氏
は
、
「
寺
院
の
唱
導
説
教
に
お
い
て
も
、
こ
の
西
国
三
十

三
所
の
観
音
巡
礼
の
縁
起
譚
や
霊
験
譚
は
、
長
編
の
続
き
も
の
と
し
て
な
さ

れ
る
、
恰
好
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
」
（
二
七
六
頁
）
と
述
べ
、
以
下
の
松
誉

二
作
以
後
の
記
述
を
引
く
。

斯

事
ハ
、
予
一

年
南
都

阿
弥
陀
寺
ニ
テ
三
十
三
所
ノ
縁
起
講
談
ノ

ノ

ト

ノ

砌
ニ
テ
、
間
近
事
也
。

（
『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
記
』
九
番
南
円
堂
条
）

救
世
大
士
の
浄
刹
三
十
三
所
を
順
拝
せ
ば
、
悪
業
の
つ
み
を
は
ぶ
き
、

来
世
善
所
の
縁
と
も
な
り
な
ん
か
し
と
、
昌
阿
和
尚
、
四
条
道
場
に

お
ゐ
て
寛
延
二
巳
年
八
月
朔
日
よ
り
九
月
十
八
日
ま
で
四
十
八
夜
の

間
の
法
談
な
ら
び
に
、
了
随
和
尚
の
説
法
有
り
し
あ
ら
ま
し
、

（
『

普
陀
洛
伝
記
』
序
）

西
国
順
礼

三
十
三
所

（
六
）
前
掲
注
（
四
）
後
小
路
氏
論
文
二
七
八
頁
。

（
七
）
観
音
霊
験
記
研
究
会
「

観
音
霊
験
記
」
（
『
駒
澤
短
大
国
文
』
十
六
、

西
国
洛
陽

三
十
三
所

一
九
八
六
年
三
月
）。

（
八
）
前
掲
注
（
四
）
後
小
路
氏
論
文
。

（
九
）
中
前
正
志
「
〔
試
論

〕
分
岐
す
る
開
山

―
丹
後
国
成
相
寺
縁
起
通
史

B

―
」
（
同
『
寺
院
内
外
伝
承
差
の
原
理

縁
起
通
史
の
試
み
か
ら
』
法
藏

館
、
二
〇
二
一
年
三
月
、
初
出
は
二
〇
一
二
年
一
月
）
一
三
四
頁
。
ま
た
、

『
霊
験
記
真
鈔
』
に
つ
い
て
も
『
霊
験
記
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

（
十
）
中
前
正
志
「
〈
補
論

〉
楊
柳
観
音
の
波
紋

―
洛
東
清
水
寺
縁
起
断
章

B

―
」（
前
掲
注
（
九
）
中
前
氏
著
書
）。

（
十
一
）
中
前
正
志
「
革
堂
縁
起
の
中
の
賀
茂
社
縁
起
と
行
円
伝
」（
『
神
道
史
研

究
』
五
十
七-

二
、
二
〇
〇
九
年
十
月
）。

（
十
二
）
中
前
正
志
「
〔
試
論

〕
揺
ら
ぐ
檀
那

―
丹
波
国
穴
太
寺
縁
起
通
史

A

―
」
（
前
掲
注
（
九
）
中
前
氏
著
書
、
初
出
は
二
〇
〇
四
年
十
二
月
）
。

（
十
三
）
池
上
洵
一
「
勝
尾
寺
百
済
王
后
説
話
の
構
造
と
伝
流

―
対
外
霊
験
譚

研
究
の
一
環
と
し
て

―
」
（
同
『
池
上
洵
一
著
作
集
第
四
巻

説
話
と
そ

の
周
辺
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年
五
月
、
初
出
は
二
〇
〇
七
年
三
月
）
。

（
十
四
）
前
掲
注
（
九
）
中
前
氏
論
文
。

（
十
五
）
鬼
頭
尚
義
「
聖
徳
太
子
と
人
魚

―
太
子
伝
承
か
ら
観
音
正
寺
縁
起
へ

―
」
（
『
説
話
・
伝
承
学
』
二
十
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
。
『
霊
験
記
』
に
つ

い
て
「
概
ね
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
を
は
じ
め
と
す
る
太
子
伝
承
に
依
拠
し
て

い
る
事
が
わ
か
る
」（
一
一
五
頁
）
と
す
る
。
さ
ら
に
、『
霊
験
記
真
鈔
』
で

内
容
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、『
霊
験
記
』
は
大
衆
向
け
、

『
霊
験
記
真
鈔
』
は
同
業
の
説
経
僧
・
勧
進
僧
向
け
で
あ
る
と
い
う
読
者
層

の
違
い
を
挙
げ
、
加
え
て
『
霊
験
記
』
が
「
寺
院
の
開
基
伝
承
」
、『
霊
験
記

真
鈔
』
が
「
本
尊
で
あ
る
観
音
の
由
来
譚
」
を
重
視
し
て
い
る
と
し
、
「
唱

導
・
説
経
の
た
め
に
寺
院
側
も
し
く
は
松
誉
自
身
が
書
き
換
え
た
為
に
生
じ

た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
」
と
結
論
づ
け
る
（
一
一
六
～

七
頁
）。

（
十
六
）
中
前
正
志
「
〔
試
論

〕
移
り
ゆ
く
願
主

―
美
濃
国
華
厳
寺
縁
起
通

C

史

―
」（
前
掲
注
（
九
）
中
前
氏
著
書
、
初
出
は
二
〇
〇
九
年
十
月
）
。『
霊

験
記
』
に
つ
い
て
、

『
元
亨
釈
書
』
豊
然
伝
に
基
づ
く
記
事
を
載
せ
た
あ
と
に
、「
一
説
に
」

せ
つ

と
し
て
記
す
開
創
縁
起
は
、
基
本
的
に
『
谷
汲
山
華
厳
寺
古
今
記
』

の

と

を
合
わ
せ
た
よ
う
な
形
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
点
、
先
に

b

c

見
た
華
厳
寺
作
成
の
略
縁
起
類
に
等
し
い
。
（
二
一
〇
頁
）

と
し
、
『
霊
験
記
真
鈔
』
に
つ
い
て
は
「
基
本
的
に
は
、『
谷
汲
山
華
厳
寺
古

今
記
』
の

と

を
合
わ
せ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
同
書
や
略

b

c
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縁
起
類
と
は
異
な
る
点
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
」
（
二
一
一
頁
）
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

（
十
七
）
『
霊
験
記
真
鈔
』
は
末
尾
が
異
な
る
（
点
線
部
）
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て

い
る
『
長
谷
寺
験
記
』
に
も
、
徳
道
上
人
が
観
音
を
造
像
で
き
ず
に
い
た
と

こ
ろ
、
房
前
が
聖
武
天
皇
に
奏
し
て
助
け
る
と
い
う
話
は
あ
る
が
、
表
現
に

は
距
離
が
あ
り
、
や
は
り
『
元
亨
釈
書
』
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な

お
、
『
霊
験
記
』
末
尾
の
「
二
事
す
こ
し
く
こ
と
な
り
と
い
へ
ど
も
、
な
ら

べ
し
る
し
て
う
た
が
は
し
き
を
伝
ふ
る
と
い
ふ
な
り
」
は
、
当
該
条
で
は
『
元

亨
釈
書
』
の
「
二
事
少

有

異
。
並

記

伝

疑

云

」
と
対
応
し
て

キ

リレ

ベ

シ
テ

トレ

ハ
シ
キ
ヲ

フ

い
る
が
、
同
様
の
「
二
事
す
こ
し
く
…
…
」
と
い
う
文
言
は
、
松
誉
二
作
の

他
の
条
で
も
、
複
数
の
説
を
挙
げ
た
後
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
当
該
条
を

除
き
、
松
誉
自
身
が
付
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
『
元
亨
釈
書
』
長
谷
寺

条
の
表
現
が
元
に
な
っ
て
い
る
か
。
な
お
、
『
元
亨
釈
書
』
の
他
の
箇
所
に

は
見
ら
れ
な
い
。

（
十
八
）
十
八
番
六
角
堂
条
に
お
い
て
、
『
塵
添
壒
囊
鈔
』
に
「

踊

」
と
あ
る
箇

ヲ
ド
リ

所
が
『
霊
験
記
』「
を
ど
り
」
、『
霊
験
記
真
鈔
』「
ヲ
取
リ
」
と
な
っ
て
い
る

の
も
同
様
の
理
由
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
十
九
）
前
掲
注
（
十
一
）
中
前
氏
論
文
二
一
頁
。

（
二
十
）
『
霊
験
記
』
十
八
番
六
角
堂
条
は
、『
塵
添
壒
囊
鈔
』
巻
十
七
・
三
・
七

観
音
事
に
近
い
箇
所
が
多
い
が
（
傍
線
部
）
、
一
部
『
元
亨
釈
書
』
巻
二
十

八
・
寺
像
志
・
頂
法
寺
に
近
い
箇
所
も
見
ら
れ
る
（
波
線
部
）
。
冒
頭
部
分

に
つ
い
て
比
較
す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

『
霊
験
記
』

『
塵
添
壒
囊
鈔
』

『
元
亨
釈
書
』

山
城
国
京
六
角
堂
の
御
本
尊

六
角
堂
頂
法
寺
ト
云
。

頂
法
寺

者
、

ハ

生
身
の
如
意
輪
観
音
、
御
た

生
身
ノ
如
意
輪
、
聖
徳

け
一
尺
二
寸
と
い
へ
り
。
聖

太
子
七
生
ノ
御
守
仏
ト

徳
太
子
七
生
の
守
り
仏
な
り

云
云
。

と
か
や
。
む
か
し
上
宮
太
子

昔

上
宮
太
子
諸
国
ヲ
廻

昔
淡
州

海
浜

シ

ノ

ニ

諸
国
を
め
ぐ
り
て
、
霊
処
を

テ
、
霊
処
ヲ
窺
ガ
ヒ
給

有

朽
篋

、
順

二

一

テレ

う
か
ゞ
ひ
給
ひ
け
る
に
、
淡

ケ
ル
ニ
、
淡
路
ノ
海
浜

浪

而
来

。
聖

ニ

ル

路
の
浜
路
に
く
ち
た
る
箱
波

ニ
朽
タ
ル
筐
浪
ニ
漂
ヨ

徳
太
子
適

游

〳
〵

に
た
ゞ
よ
ひ
き
た
る
。
太
子

ヒ
来
ル
。

浜
渚

、
見

二

ニ一

テ二

な
ぎ
さ
に
あ
そ
び
て
、
こ
の

太
子
此

箱
ヲ
取
テ
開
テ

此

篋

啓

之
、

ノ

ノ

ヲ一

ク

は
こ
を
み
つ
け
て
と
り
あ
げ

見
給
ニ
、
如
意
輪
ノ
像

有

如
意
輪
観

二

ひ
ら
き
給
ふ
に
、
如
意
輪
の

也
。
悦
テ
御
守
ト
シ
テ
、

自
在

像

。
悦

ノ

一

そ
ん
像
也
。
よ
ろ
こ
び
て
御

身
ヲ
放
チ
給
ハ
ズ
。

而
奉
持

。
常

テ

ス

守
り
仏
と
し
て
、
身
を
は
な

然
ニ
用
明
天
皇
二
年
ニ
、

不

離

身

。

ニ

レ

タレ

ヲ

ち
給
は
ず
。
然
に
用
明
天
皇

守
屋
ヲ
討
テ
後
、
四
天

爾
後
営

四
天

二

の
御
宇
二
年
に
、
守
屋
の
逆

王
寺
ヲ
営
作
シ
給
故
ニ
、
王
寺

。
釆

材

ヲ一

二

臣
を
う
ち
て
後
、
四
天
王
寺

材
木
ヲ
諸
所
ニ
取
ル
ト

諸
所

。
来

ヲ

ニ一

二

を
こ
ん
り
う
し
給
ふ
。
か
る

テ
、
此

地
ニ
来
リ
給
ヘ

此

地

。

ノ

ノ

ニ一

が
ゆ
へ
に
材
木
を
あ
つ
め
給

リ
。

ふ
と
て
、
此
地
に
き
た
り
。

短
い
箇
所
で
あ
る
た
め
判
然
と
し
な
い
が
、
『
元
亨
釈
書
』
も
合
わ
せ
て
参

照
し
て
い
た
か
。
な
お
、
『
霊
験
記
真
鈔
』
に
は
波
線
部
に
対
応
す
る
文
言

は
見
ら
れ
な
い
。
点
線
部
の
「
御
た
け
一
尺
二
寸
と
い
へ
り
」
に
つ
い
て
は
、

『
塵
添
壒
囊
鈔
』
『
元
亨
釈
書
』
と
も
に
末
尾
に
対
応
す
る
記
述
が
見
ら
れ

る
。

（
二
十
一
）
『
霊
験
記
真
鈔
』
九
番
南
円
堂
条
は
、
『
霊
験
記
』
と
同
内
容
で
あ
る

が
、
や
や
増
補
が
見
ら
れ
る
。
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（
二
十
二
）
池
上
洵
一
校
注
『
三
国
伝
記
』
下
（
『
中
世
の
文
学
』
、
三
弥
井
書
店
、

一
九
八
二
年
七
月
）。

（
二
十
三
）
簗
瀬
一
雄
「
山
陰
中
納
言
物
語
考
」
（
同
『
説
話
文
学
研
究
』
三
弥

井
書
店
、
一
九
七
四
年
三
月
）
六
二
頁
。

（
二
十
四
）
『
霊
験
記
真
鈔
』
二
十
二
番
総
持
寺
条
も
ほ
と
ん
ど
同
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

（
二
十
五
）
池
上
洵
一
「
藤
原
山
陰
説
話
の
構
造
と
伝
流

―
巻
十
九
第

話
29

―
」
（
同
『
池
上
洵
一
著
作
集
第
一
巻

今
昔
物
語
集
の
研
究
』
和
泉
書

院
、
二
〇
〇
一
年
一
月
）
四
五
四
頁
。

（
二
十
六
）
『
霊
験
記
』
一
番
那
智
山
如
意
輪
堂
条
が
『
三
国
伝
記
』
巻
一
・
第

十
八
話
・
熊
野
権
現
本
縁
事
（
特
に
版
本
）
と
同
文
的
記
述
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
那
智
に
関
す
る
「
補
陀
落
山
の
東
門
」
と
い
う

表
現
の
形
成
」
（
『
国
語
国
文
』
九
十
二-

八
、
二
〇
二
三
年
八
月
）
で
論
じ

た
。
な
お
、
『
三
国
伝
記
』
を
介
し
て
『
長
谷
寺
験
記
』
に
載
る
話
を
引
い

て
い
る
点
は
、
五
番
葛
井
寺
条
も
同
様
で
あ
る
。

（
二
十
七
）
『
霊
験
記
真
鈔
』
二
十
四
番
中
山
寺
条
も
前
半
は
『
聖
徳
太
子
伝
暦

備
講
』
と
同
文
的
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
が
、
海
に
浮
か
ん
で
い
た
も
の
を

楠
の
木
で
は
な
く
、
十
一
面
観
音
像
の
入
っ
た
箱
で
あ
っ
た
と
し
、
そ
の
十

一
面
観
音
像
に
つ
い
て
聖
徳
太
子
が
前
生
に
お
い
て
造
像
し
た
も
の
と
す

る
。
な
お
、
聖
徳
太
子
が
前
生
で
造
像
し
た
と
す
る
説
は
『
霊
験
記
』
で
も

「
一
説
に
」
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
二
十
八
）
三
十
一
番
長
命
寺
条
と
三
十
二
番
観
音
正
寺
条
は
、
い
ず
れ
も
松
誉

二
作
間
で
縁
起
譚
が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
『
霊
験
記
真
鈔
』
に
は
『
聖

徳
太
子
伝
暦
備
講
』
と
同
文
的
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

（
二
十
九
）
『
霊
験
記
』
三
十
二
番
観
音
正
寺
条
の
「
芦
浦
」
は
『
聖
徳
太
子
伝

暦
備
講
』
の
「
蒲
生
」
と
異
な
っ
て
い
る
が
、
冒
頭
に
「
近
江
国
芦
浦
郡
観

音
寺
」
と
あ
る
よ
う
に
、
観
音
正
寺
の
縁
起
と
し
て
整
合
性
を
図
る
た
め
に

「
芦
浦
」
に
改
変
し
た
か
。

（
三
十
）
こ
の
条
は
『
霊
験
記
』
と
『
霊
験
記
真
鈔
』
で
内
容
が
大
き
く
異
な
っ

て
お
り
、
『
霊
験
記
』
は
義
淵
僧
正
が
岡
寺
を
建
立
し
て
観
音
を
安
置
し
た

話
、
『
霊
験
記
真
鈔
』
は
弘
法
大
師
が
如
意
輪
の
呪
を
唱
え
る
土
を
用
い
て

観
音
像
を
造
っ
た
話
を
載
せ
る
。

（
三
十
一
）『
霊
験
記
真
鈔
』
で
は
、
前
半
に
『
藤
井
寺
勧
進
帳
』（
永
正
七
年
（
一

五
一
〇
）
）
と
類
似
し
た
文
言
が
増
補
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
仏
師
に
つ
い
て

複
数
の
説
を
載
せ
て
い
る
が
、
後
半
は
『
霊
験
記
』
と
同
様
の
安
基
に
関
す

る
話
と
な
っ
て
い
る
。

（
三
十
二
）
『
阿
娑
縛
抄
』
諸
寺
略
記
・
剛
琳
寺
条
は
、
志
賀
寺
、
長
谷
寺
、
剛

琳
寺
（
葛
井
寺
）
の
三
寺
の
本
尊
の
料
木
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。

（
三
十
三
）
た
だ
し
、
松
誉
二
作
と
も
に
葛
井
寺
の
異
称
で
あ
る
剛
琳
寺
を
「
金

剛
寺
」
と
誤
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
松
誉
が
葛
井
寺
に
詳
し
か
っ
た
と
は
考

え
が
た
い
。

（
三
十
四
）
『
霊
験
記
真
鈔
』
二
十
五
番
播
州
清
水
寺
条
も
や
や
増
補
は
あ
る
も

の
の
同
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

（
三
十
五
）
『
播
州
御
嶽
山
清
水
寺
縁
起
』
（
成
立
時
期
未
詳
）
、『
西
国
卅
三
所
順

礼
ゑ
ん
記
』
（
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
刊
）
、『
伽
藍
開
基
記
』（
懐
玉
道
温

・
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
刊
）
等
。

（
三
十
六
）
こ
の
条
は
『
霊
験
記
』
と
『
霊
験
記
真
鈔
』
で
内
容
が
大
き
く
異
な

る
。
二
作
と
も
、
①
報
恩
大
師
が
寺
院
を
建
立
し
、
観
音
像
を
安
置
し
た
、

②
道
基
上
人
が
造
像
（
あ
る
い
は
感
得
）
し
た
と
い
う
二
説
を
載
せ
る
が
、

『
霊
験
記
』
は
①
を
中
心
に
、
『
霊
験
記
真
鈔
』
は
②
を
中
心
に
記
述
し
て

い
る
。

（
三
十
七
）
『
三
十
三
所
観
音
道
場
偈
賛
』
は
十
九
番
革
堂
条
な
ど
で
「
観
音
霊
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験
記
」
の
書
名
を
出
し
て
い
る
。

※
本
稿
で
引
用
ま
た
は
参
照
し
た
テ
キ
ス
ト
は
以
下
に
よ
る
。
引
用
に
際
し
て
、

字
体
は
原
則
と
し
て
通
行
の
も
の
に
改
め
、
二
行
割
書
の
部
分
は
〈
〉
で
示
し
た
。

ま
た
、
ル
ビ
は
論
旨
に
関
係
す
る
箇
所
を
除
き
原
則
省
略
し
、
私
に
濁
点
、
句
読

点
な
ど
を
付
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
西
国
三
十
三
所
巡
礼
関
係
の
著
作
の
条
名
（
寺

院
名
）
に
関
し
て
は
、
一
部
、
現
在
一
般
的
な
呼
称
に
改
め
、
十
六
番
・
二
十
五

番
の
清
水
寺
に
関
し
て
は
洛
東
・
播
州
を
付
す
こ
と
で
区
別
し
た
。

○
松
誉
二
作

『
霊
験
記
』
：
東
海
学
園
大
学
図
書
館
蔵
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
刊
本
（
国
書

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

https://doi.org/10.20730/100051259

）
。
巻
三
の
み
名
古

屋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
刊
本
（
国
書
デ
ー
タ
ベ

ー
ス

https://doi.org/10.20730/100260741
）
に
よ
り
、
前
掲
注
（
七
）
の

翻
刻
（
観
音
霊
験
記
研
究
会
）
も
適
宜
参
考
に
し
た
。

『
霊
験
記
真
鈔
』
：
関
西
大
学
図
書
館
蔵
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
刊
本
（
国
書

デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://doi.org/10.20730/100060979

）

○
西
国
三
十
三
所
巡
礼
関
係
の
著
作

『
西
国
卅
三
所
順
礼
ゑ
ん
記
』
：
大
英
図
書
館
蔵
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
刊
本

（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://doi.org/10.20730/100375320

）

『
巡
礼
通
考
』：
内
閣
文
庫
蔵
本
（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブhttps:/

/w
w
w
.digital.archives.go.jp/im

g/1208000

）

『
西
国
順
礼
道
し
る
べ
』
：
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
刊

本
（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://doi.org/10.20730/200000880

）

『
西
国
順
礼
十
一
箇
条
』
：
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
元
禄
十
一
年
（
一
六

九
八
）
刊
本
（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://doi.org/10.20730/300053628

）

『

西
国
卅
三
所
巡
礼
縁
起
』
：
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
蔵
元
禄
十
一
年
（
一
六

洛
陽

大
坂

九
八
）
刊
本

『
西
国
三
十
三
所
順
礼
縁
起
（
西
国
順
礼
旅
鑑
）
』
：
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
蔵
文

政
七
年
（
一
八
二
四
）
刊
（
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
原
刻
）
本
（
国
書

デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://doi.org/10.20730/100389899

）

『
普
陀
山
略
志
』
：
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
蔵
無
刊
記
版
本
（
国
書
デ
ー
タ
ベ

ー
スhttps://doi.org/10.20730/100224962

）

『
西
国
三
十
三
番
順
礼
友
力
』：
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）

刊
本
（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://doi.org/10.20730/100175912

）

『
三
十
三
所
観
音
道
場
偈
賛
』
：
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）

刊
本

『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
記
』：
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
享
保
十
一
年
（
一

七
二
六
）
刊
本
（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://doi.org/10.20730/100260715

）

『

普
陀
洛
伝
記
』
：
小
山
正
文
「
『

普
陀
洛
伝
記
』

―
翻
刻
と
解
題

西
国
順
礼

三
十
三
所

西
国
順
礼

三
十
三
所

―
」（
『
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
十
六
、
一
九
九
七
年
一
月
）

『

観
音
霊
場
記
図
会
』
：
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
刊

西
国
三

十
三
所

本
（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://doi.org/10.20730/200005342

）

『
西
国
三
十
三
所
名
所
図
会
』：
版
本
地
誌
大
系
（
臨
川
書
店
）

○
典
拠
関
係
（
表
含
む
）

『
元
亨
釈
書
』
：
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
刊
本
（
国
書

デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://doi.org/10.20730/200010034

）

『
壒
囊
鈔
』
：
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
刊
本
（
濱
田
敦
、
佐
竹
昭
広
、
笹
川
祥

生
編
『
塵
添
壒
嚢
鈔
・
壒
嚢
鈔
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
八
年
三
月
））

『
塵
添
壒
囊
鈔
』
：
無
刊
記
版
本
（
濱
田
敦
、
佐
竹
昭
広
、
笹
川
祥
生
編
『
塵
添

壒
嚢
鈔
・
壒
嚢
鈔
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
八
年
三
月
））

『
三
国
伝
記
』
：
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
無
刊
記
版
本
（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

htt

ps://doi.org/10.20730/200016672

）
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
写
本
の
引
用
は
、



- 50 -

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/info:ndlj

p/pid/2605500

）
に
よ
る
。

『
聖
徳
太
子
伝
暦
備
講
』
：
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
無
刊
記
版
本
（
国
書
デ

ー
タ
ベ
ー
スhttps://doi.org/10.20730/100354569

）

『
藤
井
寺
勧
進
帳
』：
続
群
書
類
従

『
清
水
寺
縁
起
絵
巻
』：
続
々
日
本
絵
巻
大
成

『
七
観
音
三
十
三
身
霊
験
鈔
』：
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）

刊
本
（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://doi.org/10.20730/200007596

）

『
法
華
経
直
談
鈔
』
：
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
刊
本

（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://doi.org/10.20730/200015077

）

『
本
朝
神
社
考
』
：
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
無
刊
記
版
本
（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

htt

ps://doi.org/10.20730/100271123

）

『
観
音
感
通
伝
』
：
武
雄
市
歴
史
資
料
館
蔵
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
刊
本
（
国

書
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://doi.org/10.20730/100007316

）

○
そ
の
他

『
長
谷
寺
験
記
』：
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
蔵
承
応
四
年
（
一
六
五
五
）
刊
本
（
国

書
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://doi.org/10.20730/100339954

）

『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』『
上
宮
太
子
拾
遺
記
』：
大
日
本
仏
教
全
書
百
十
二
巻

『
太
子
伝
撰
集
鈔
通
要
』
：
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
刊

本
（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://doi.org/10.20730/200016831

）

『
日
本
書
紀
』
：
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
刊
本
（
国
書

デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://doi.org/10.20730/200005051

）

『
寺
門
高
僧
記
』：
続
群
書
類
従

『
紀
三
井
寺
勧
進
状
』
：
和
歌
山
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
和
歌
山
市
史
』
第
四
巻

（
古
代
・
中
世
史
料
、
和
歌
山
市
、
一
九
七
七
年
三
月
）

『
西
国
第
二
番
札
所
紀
三
井
寺
略
縁
起
』
：
簗
瀬
一
雄
『
社
寺
縁
起
の
研
究
』
（
勉

誠
社
、
一
九
九
八
年
二
月
）

『
阿
娑
縛
抄
』
：
藤
田
経
世
編
『
校
刊
美
術
史
料
』
寺
院
編
上
巻
（
中
央
公
論
美

術
出
版
、
一
九
七
二
年
三
月
）

『
和
漢
三
才
図
会
』
：
寺
島
良
安
、
和
漢
三
才
図
会
刊
行
委
員
会
編
『
和
漢
三
才

図
会
』
下
（
東
京
美
術
、
一
九
七
〇
年
三
月
）

『
観
音
冥
応
集
』
：
神
戸
説
話
研
究
会
編
『
宝
永
版
本
観
音
冥
応
集

―
本
文
と

説
話
目
録

―
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
）

『
播
州
御
嶽
山
清
水
寺
縁
起
』
：
加
東
郡
誌
編
纂
委
員
会
編
『
加
東
郡
誌
』
資
料

編
（
加
東
郡
教
育
委
員
会
、
一
九
七
四
年
九
月
）

『
伽
藍
開
基
記
』
：
神
戸
説
話
研
究
会
編
『
近
世
寺
社
伝
資
料
『
和
州
寺
社
記
』
・

『
伽
藍
開
基
記
』
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
二
月
）

［
付
記
一
］

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
・
掲
載
に
際
し
て
御
高
配
を
賜
わ
り
ま
し
た
大
谷
大
学
図

書
館
、
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

［
付
記
二
］

本
稿
は
、
仏
教
文
学
会
二
〇
二
四
年
度
大
会
（
二
〇
二
四
年
十
月
十
九
日
、
京

都
女
子
大
学
）
で
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
、
一
部
内
容
を
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

ご
教
示
を
賜
わ
っ
た
先
生
方
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

［
付
記
三
］

本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
奨
励
費
（
課
題
番
号24K

J1344

「
近

世
を
中
心
と
し
た
西
国
三
十
三
所
霊
場
の
縁
起
の
研
究
」
）
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。（

さ
た
け

ち
ひ
ろ
・
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
・

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）




